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１．はじめに

本稿は保守主義論を考察対象とする。保守主義論には共通の型がある。

冒頭で保守主義の同定が困難であると述べ、次に保守主義を時代別や地域

別に下位分類してその多様な語用と歴史背景を概説し、思想家や政治家が

用いた事例を材料に類義語や対義語との差異や関係を指摘して、「真の

（true）」保守主義を念頭に保守主義の本質を抽出しようとする。この論じ

方は用語説明の手順としては標準的である。しかし、論の多くが保守主義

の同定を課題としながらも、その本質を見いだせないという結論に至る点

に特色がある。保守主義論は「保守主義とは何か」という問題に答えない

か、その思想やイデオロギーとしてのあり方を充分には説明しない。本稿

はこのように構成される保守主義論の内容を検討した後、保守主義という

言葉の扱い方を考察する。以下では、「保守主義」と「conservatism, 
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260 保守主義論考　（兵藤）

conservatisme, Konservatismus」を同義語として扱う。確かに、ギリシ

ア・ローマの遺産やキリスト教の教理を土壌として成立するヨーロッパの

保守主義論をそのまま日本に適用できるとは言い難い。「邦語の保守主義

ということばは、因循姑息で、いたずらに
0 0 0 0 0

、旧慣、先例を墨守しようとす

る政治的態度ないしその他の態度、あるいは傾向を、もっぱら
0 0 0 0

、意味する

ことばである。［中略］現在［1957年］問題となることは、先述のような

バーク的conservatism、最も重要なconservatismが、この訳語では、く

みとることができないという事情」（傍点は原文）1があるとの指摘は現在

も当てはまる。

「保守」やその派生語がこの含みで用いられたと解釈可能な最近の例と

して、毎日新聞の記事がある2。2012年12月16日の衆議院議員選挙で勝利

した安倍晋三自民党総裁は、「女性皇族が結婚後も皇室にとどまる『女性

宮家』創設を新内閣では検討しない方針を固めた」。また、「女性宮家に生

まれた子どもは父親が皇族ではなく、保守派には将来的に女系天皇が誕生

する懸念があるとして根強い反対論がある」。以上を踏まえて、記事は「に

じむ保守色」と要約し、女性宮家創設の検討を撤回する方針を「保守的」

と形容しているが、この記事に登場する「保守派」、「保守的」、「保守色」

の意味は明確ではない。現行の皇室典範は、「第一条　皇位は、皇統に属

する男系の男子が、これを継承する。」としていることから、「女性宮家」

創設への反対は現状維持であり、「保守」という表現はその現状維持とい

う本義に従っている。

一方で、記事は、将来の懸念の払拭を目的として「改革」への動きを封

じるねらいがあるともしている。近年の言語市場で「改革」が肯定イメー

ジを伴うことから、安倍総裁の方針は「行き過ぎた」改革への「動き

1 　小松茂夫「保守の価値意識」『岩波講座　現代思想Ⅴ　反動の思想』（岩波
書店、1957年）所収、227頁。

2 　2012年12月20日（木）（統12版、第1面）。
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法政理論第45巻第3号（2013年） 261

（action）」に対する「反動（reaction）」というニュアンスを帯びていると

も解釈できるだろう。日本では本義が相反する「保守」と「反動」とを結

びつけた「保守反動」という言葉が作られ、長年用いられてきた事情もあ

る。「保守反動」は1890年代に登場したとされる3。丸山真男によれば、マ

ルクスが革命を媒介とする非連続的な進歩として歴史を捉えることによっ

て、革命に対する反動は同時に進歩に対する反動となり、進歩という歴史

的な幅をもった規準と、反動という政治的な集約性をになった範疇とが相

交錯することによって、進歩は政治的になり、反動は歴史的となる運命を

になった4。戦後でも、「保守反動とよばれざることにこれ努めるため、看

板だけは保守とは反対な『進歩党』と名乗り」、また、保守反動とよばれ

ることは人気商売である学者にとって商売上最大の禁句だったとの指摘も

ある5。「保守反動」の根強い定着は、この日本特有の表現がヨーロッパ政

治史研究にも「プロイセン保守反動派」などとして登場する6ことにもあ

らわれている。

「保守」と「conservatism」等との間にニュアンスの違いがあることは

事実であるが、明治時代以降の近代化の過程で、西欧から輸入した概念で

政治現象を考察し、彼地での議論や経験を参照して日本の政治現象を把握

し、政治問題を解決しようとしてきた経緯がある。従って、保守主義を西

欧語の訳語として用いることには大きな支障はないと考える7。保守主義の

3 　半澤孝麿、「反動主義」、「保守主義」、田村秀夫・田中浩編者代表『社会思
想事典』（中央大学出版部、1982年）286頁。

4 　丸山真男「反動の思想」『岩波講座　現代思想Ⅴ　反動の思想』（岩波書店、
1957年）所収、28頁以下。

5 　鈴木成高「保守ということ」橋川文三編集・解説『戦後日本思想大系7　
保守の思想』（筑摩書房、1968年）所収、281-282頁。

6 　一例として、村瀬興雄『ナチズム』（中央公論社、1994年）190-193頁他。
7 　この翻訳事情は程度の差はあれ、自由主義や社会主義にも当てはまるが、
「liberalism」の指示内容は、同じ英語圏の内部や英語圏と仏語圏・独語圏と
の間で異なり、日本語訳では「リベラリズム」と「自由主義」とを使い分け
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262 保守主義論考　（兵藤）

異義は、日本語と西欧語との間よりも、研究者や批評家、政治家、あるい

は時代による語用の間の方が大きい。単語の意味がその関連する単語との

差異によって多少なりとも明瞭になり、また、しばしば同じ単語が何等か

の理由や事情で全く異なった思想やイデオロギーを表現することを考慮に

入れれば、保守主義論では、その類義語や対義語との異同を考察すること

が肝要となる。以下では、保守主義論で扱われる保守主義の多様性、その

本質論を概観し、保守主義という単語の利用法を再検討して、最後に保守

主義論の効用を論じる。

２．保守主義の多様性

セシルは変化に嫌う人間心情の普遍的な傾向を「自然的保守主義」と呼

ぶ。「自然的な保守主義は人間心情の一つの傾向であり、変化を嫌う気質

である。それはある程度まで、未知なものへの不信の念と、どちらかとい

えば理論的な論証よりは経験に対する信頼の念とから生じている。［中略］

ほとんどあらゆる人々の心のうちに根差しており、しばしば引用されるつ

ぎのような諺のうちに表現されている。『念には念を入れよ』」。「［普通の

た方がいいという議論（井上達夫『現代の貧困』（岩波書店、2001年）23頁
他、金子勝・井上達夫「＜対談＞市場・公共性・リベラリズム」『思想』（904
号、1999年）6頁以下）もある。社会主義の語源には諸説あるが、個人主義
への対比や対抗から核となる価値や基準としての「社会」を強調する点で、
日本語と西欧語との間に意味のズレは小さいだろうが、日本社会党が1955
年の再統一以後、冷戦下で社会主義の使用に相当程度敏感にならざるを得な
かった事情からか、右社と左社の妥協の産物として、国内向けと対外向けの
メッセージを使い分け、英語名をSocial Democratic Party of Japan（日本
社会民主党）とした例はある。なお、民主社会党（後の民社党）の「英語名」
がDemocratic Socialist Partyと較べると、日欧では民主的社会主義と社会
民主主義の左右軸での位置関係が逆である。
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分別を持つ人は］、どんなに魅力的であっても、試みられていない目新し

いものよりは、たとえ不完全であっても、すでに知られているものの方を

選ぶ」8。古さは、an old friendの用例のように、懐かしさ、親しみ、なじ

みを意味し、「見知らぬ善より馴染んだ悪」（シチリアの諺）を選ぶ性向を

も生む。カークはポーランドの諺「古い真理、古い法律、古いブーツ、古

い本、そして古い友人が最善」を挙げ、保守主義（者）の衝動とは自分の

父親が通った道を歩きたいという願望であるとするのも同趣旨だろう9。マ

ンハイムは、セシルの「自然的」という形容表現が「危なっかしい」とし

て避け、この旧来のものを墨守し、更新にたずさわるのを嫌う人間の一般

的な心的資質にウェーバーが好んで用いた伝統主義を充てる。そして、こ

の伝統主義が政治的に進歩的な人にも、その政治的信念と関わりなく、特

定の生活領域では当てはまるとする10。

保守主義論の多くは、思想やイデオロギー11としての保守主義を扱う

ため、この普遍的な、自然的保守主義あるいは伝統主義（以下、

自然的保守主義12）を考察対象から外し、特にフランス革命を契機に成立

8 　ヒュー・セシル『保守主義とは何か』栄田卓弘訳（早稲田大学出版会、
1979年）4頁、6頁。

9 　Russell Kirk （ed., with an Introduction and Notes）, The Portable Conservative 
Reader （Penguin Books, 1982）p.xxxv.

10 　カール・マンハイム『保守主義的思考』森博訳（ちくま学芸文庫、1997年）
19～20頁。

11 　イデオロギーという言葉は扱いづらい。ヴィンセントはイデオロギーとい
う言葉の歴史を時期区分し、4つの意味があったとする。第1が、1790年代
フランスの哲学者トラシーによる用法で、思想の経験科学を意味し、第2が、
世俗的な自由主義的共和主義への友好を示し、第3が、危険な急進主義であ
ると同時に知的にも実際にも不毛を意味する軽蔑語であり、第4が、政治教
義一般を指すとする。イデオロギーの意味は科学から反科学、軽蔑語から歓
喜語まで多様である（Andrew Vincent, Modern Political Ideologies, 2nd. ed., 

（Blackwell, 2005））が、現在では不寛容、頑迷、独善など否定的イメージが
つきまとうだろう。

12 　セシルは、自然的保守主義を政治的保守主義の構成要素の1つとするた
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した近代保守主義の解明に専念する。セシルはこれを政治的保守主義と呼

び、マンハイムは修飾語を付けない（大文字の）保守主義と呼ぶ（以下、

政治的保守主義）。そして、保守主義論は多様な政治的保守主義の存在を

指摘する。多様である一因はその原義と普及の過程にある。保守主義は保

守する（conserver）という動詞に接尾辞がついた19世紀前半の新語であ

り、放置しづらい変化をもたらす社会現象や政治思想に対する反応を表現

するため、反応すべき対象と保守すべき対象とは具体的な個別状況で決ま

るからである。政治的保守主義は、バークの『フランス革命の省察』に示

されるように、体制に異議を申し立てる思想や運動に対する疑問や懐疑を

呈する応答である。

この応答という発生契機は、保守主義という名称への拒否反応と関連す

る。保守主義は、エリオットなどを除き、一般に自称としては好まれな

かった。保守主義という言葉が、イギリスをおそらく随一の例外として、

長らく「軽蔑語」だったためである。例えば、ドイツでは19世紀前半に

先進国の英仏から入ってきた保守主義は、知識人のみならず、政治家にも

忌避され続けた13。こうした事情は日本でも同様だろう。優れた保守主義

の社会理論を提示する落合仁司は、「遅れてきた左翼少年」として、著書

のあとがきの冒頭で、「それにしても、人は、何故に、保守主義の社会哲

学などという営為を、自ら引き受けることになるのだろうか」と書くが、

め、マンハイムの伝統主義とは意味がずれるが、この点は考察しない。
13 　フィアハウスによれば、ドイツでは7月革命の衝撃が大きく、以降、運動

対反動、運動対抵抗、自由対非自由、破壊対保守など様々な対比語での表現
が各方面で提起され、保守という言葉の使用を回避する状態が続いた。ドイ
ツ保守党や自由保守党すら保守主義という概念を用いず、同時代の「保守ハ
ンドブック」の項目にも保守主義はないが、保守的はあったという。参照、
Rudolf Vierhaus, ‘Konservativ, Konservatismus’, in: Otto Brunner, Werner 
Conze, Reinhart Koselleck, Geschichtliche Grundbegriffe: Historisches Lexikon 
zur politisch-sozialen Sprache in Deutschland, Bd. 3 H-ME（Stuttgart: Klett-
Cotta, 1982）S.531-565。
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保守主義に付された否定的イメージが暗示されているだろう14。保守主義

は民主化推進などを目指す改革に反対する思想と捉えられ、歴史の必然的

な趨勢の障碍、あるいは健全な歴史を歪める軍国主義やファシズムの培養

土と位置づけられ、その主唱者は問題の多い現状を無批判に守旧し、体制

へ迎合する姿勢が非難され、政治舞台の「悪役」を割り当てられた。フラ

ンス革命の最大の政治遺産である革命神話により、フランス革命の同調者

を批判したバークを引き継ぐ政治的保守主義は、嫌悪や軽蔑の対象と見な

され、その内容如何とは関係なく、「敵称」となった。

現状への異議申立ての代表は合理主義、進歩主義、個人主義、自由主義、

社会主義などであり、政治的保守主義は、革命などの動乱、「産業革命」

と呼ばれる工業技術の発展とそれに伴う新しい社会階層の誕生といった社

会変動、労働運動などの社会運動などに直面して、体制秩序崩壊の危機を

深刻に受け止めて、応答する。従って、保守する対象は異議申立ての対象

とその理由、また運動がもたらす事件の深刻度で大きく変わる。このよう

に、政治的保守主義の主張は個別具体的な状況の中で、異議申し立ての側

の主張に左右されて多様となる。

保守主義論はこの多様性を、時代、地域、次元などを基準に区分する。

時代区分の候補には、近代保守主義と現代保守主義といった一般的な時代

区分や、第1次世界大戦などの大事件がある。地域区分の代表は国別であ

り、その妥当性の根拠は特に示されないが、歴史が一般に国別で（国民史

として）書かれるように、直感的に合意されている。ただ、ドイツやアメ

リカについては、その国制上の特色を反映して、プロイセン保守主義や南

部保守主義のような地域区分が用いられることも多い15。また、イギリス

とヨーロッパ大陸、ヨーロッパとアメリカという対比も見られる。

14 　落合仁司『保守主義の社会理論』（勁草書房、2004年）186頁。
15 　一例として、Aaron McLeod（abridged）, Russell Kirk's “The Conservative 

Mind” （The Alabama Policy Institute Birmingham, Alabama, 2005） chap.5.
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歴史叙述でも国別の違いは用いられる。君塚直隆は19世紀半ばのイギ

リス外交を論じる中で、パーマストンがオーストリア大使に述べた例を紹

介している。「メッテルニヒ侯爵はヨーロッパの政治的現状を頑なに維持

することを保守主義（conservatism）と呼んでいるらしいが、われわれも

保守主義者である。しかしそれは、公衆から要請があった場合にはいずこ

においても改革や改良を説き、推進していく性格のものである。しかるに

貴国の場合にはそのすべてを拒んでいる。［中略］そのような停滞は保守

主義とは呼ばない。貴国の抑圧的で息の詰まるような政策は、間違いであ

ると同時に爆発をもたらすことになるだろう。ちょうど密閉して蒸気の出

口を封じされたボイラーのようにね」16。これは、時代を作った2人の政治

家の世界観よりは、2人が育ったイギリスとオーストリアの保守イメージ

の違いを示しているだろう。

また、欧米の違いに関連して、久保文明は、アメリカ政治には、従来か

ら保守とリベラルの二つの大きな流れがあり、保守は小さな政府、市場原

理、国防、伝統的価値観を重視するのに対し、リベラルは大きな政府、社

会正義、国際協調、人種・宗教・文化的寛容を重視するという特徴17があ

ると簡潔に整理するが、この保守イメージはヨーロッパでは個人主義や市

16 　君塚直隆『パクス・ブリタニカのイギリス外交』（有斐閣、2006年）273-
274頁。君塚は、こうした考えは、トーリに属していた時にもカトリック解
放や自由トーリ主義の動きに敏感に呼応し、ホイッグに移り、自由党を形成
する晩年まで一貫して見られる認識であったとし、特に、奴隷貿易を取り締
まるために大国間で条約を結び、いまだ密貿易にしがみつく小国とねばり強
く交渉を進めていたパーマストンの姿は、老獪とか巧妙といった言葉だけで
形容されがちのイギリス外交の中に、意外にも原則論的・道義主義的な側面
が隠されていたことを如実に物語っているとするが、この「保守主義らしく
ない」原則への執着が、メッテルニヒの政治手法との違いを実際以上に（参
照、高坂正尭『古典外交の成熟と崩壊』（中央公論社、1978年）158～165頁）
強調したともいえる。

17 　久保文明＋東京財団「現代アメリカ」プロジェクト『ティーパーティ運動
の研究』（NTT出版、2012年）i頁。
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場主義に偏りすぎているとみなされる。佐々木毅が紹介するアメリカの新

保守主義に分類される5つのグループの特色を見ると、指摘の通り、伝統

的価値や倫理、家族などの中間団体の重要性が強調される点は欧米に多か

れ少なかれ共通するだろうが、全体としては極めて経済中心主義的で、唯

物主義的である18。

時代区分や地域区分に比して、議論が必要になるのは次元の区分であ

る。思想が求める価値と思想を組み立てるスタイルとの区別は多く採用さ

れ、本稿も以下でこの区分を用いる。他には、添谷育志のように、政策、

教義、哲学の区別が必要であるとの指摘もある19。確かにこの区分は基本

的であるが、具体的な峻別作業となると案外難しい。まず保守主義的政策

がイメージしづらい。これを保守党の政策と読み替えるなら、政治思想と

しての保守主義の政策ではなくなる。政治的保守主義に分類される政党や

政治家が、融通無碍にその時々の事情と判断から、自由主義的な経済政策

や社会主義的な福祉政策を採用してきたことは周知である。また、行政学

に倣って、政策を施策や事業と区別されるレベルで用いれば、政策と教義

や哲学との区分は不明瞭になり、また教義と哲学との区分も難しい。

例えば、自民党内の派閥区分を指す保守本流は政治勢力を位置づける用

18 　佐々木毅『現代アメリカの保守主義』（岩波書店、1993年）24頁以下。な
お、カークはアングロ・アメリカの保守主義にある6つのカノン又はルール
の筆頭に、良心と社会を支配する自然法の超越した秩序（体）への信仰を挙
げ、魂の共同体に対して真の正義を適用することが政治の大きな目的だとす
る（Aaron McLeod（abridged）, Russell Kirk’s “The Conservative Mind”（The 
Alabama Policy Institute Birmingham, Alabama, 2005）chap.1）が、こちら
は相当に精神主義的である。

19 　添谷育志『現代保守思想の振幅』（新評論、1995年）20頁以下。添谷が「政
策」としての保守主義として、サッチャリズムなどを引証し、「統治術」と
しての保守主義、民主主義的な政党政治、「財産と教養」に基づくストック・
保守主義から「マネーと情報」に基づくフロー・保守主義への変貌などを取
り上げている。通常これらは政策次元の問題とは捉えられないだろうが、政
策を指針などを含むと解釈すれば、理解できる。
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語であろうが、一方で対米協調、経済優先、天皇（制度）重視という吉田

茂系列の政治指針を表すとすれば教義ともみなしうる。この次元の混在は

大平正芳の伝記にもあらわれている。福永文夫は大平の保守主義イメージ

には二つの調和があるとする。空間における調和の論理とは、行政には楕

円形のように二つの中心があり、その二つの中心が均衡を保ちつつ緊張し

た関係にある場合が立派な行政であるという「楕円の哲学」であり、時間

における調和の論理とは「永遠の今（eternal now）」で、「『過去を捨象す

ると革命になり、未来を捨象すると反動になる』というのが田辺哲学の教

えているところだと思う。［中略］未来と過去が緊張したバランスの中に

あるように努めていくのが『健全な保守』」20と大平が述べる文書を紹介す

る。これがおそらく大平のおもう保守の骨子であろうが、哲学だと言い切

れない部分が伺える。また、福永は、自民党の中で有数の読書家、インテ

リであり、明確な保守哲学を備えていたとする前尾繁三郎21、大平正芳、

宮沢喜一の三人が保守主義の特性について、保守主義は過去との連続を保

ち、伝統と秩序を尊重し、そのなかでできるだけ徐々に不安と混乱を少な

くして創造と進歩をめざす立場であり、秩序をともなった自由と政治的平

等を尊重し、当然議会主義、民主主義を擁護し、常識と体験の上に立った

中庸の道を歩み、古いというイメージを持たれるが、あくまで筋を通して、

行政と立法の限界を充分考えながら合理主義に徹すると考えた点が共有さ

れたとする22。この内容が保守主義に相応しいかは措き、この哲学には政

策や教義が混ざり込んでいる。辻井喬は、大平が田中角栄との関わりの中

20 　福永文夫『大平正芳』（中公新書、2008年）34頁。なお、277頁以下には、
「政治は、もともとデスティネーション［目的地］のない航海のようなもの
である［以下略］」といったオークショット風の議論がある。

21 　前尾は、同著『政の心』（毎日新聞社、1974年）で、保守主義の概念史や
保守政党論などを議論しており、同書の水準からすれば、戦後日本では珍し
い「インテリ」の保守政治家である。

22 　福永文夫『大平正芳』（中公新書、2008年）95～96頁。
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で、保守政党をもっと清潔な理想を掲げたものに作り変えなければと確信

し、また、自分の責任で判断し行動を決めることができる大衆がいてこそ

民主主義はいい制度になるのであって、今まで不正確に楕円の思想と呼ん

でいたのは、敵対者や相反する要素を大きく包む超越者を待望する思想で

あってはいけないと言ったとする23。ここでも複数の次元が混在している。

政策、教義、哲学という区分は有益で必要だが、その峻別は保守主義の場

合には難しく、さらに「教義（doctrine）はなくても原則（principle）は

ある」といった保守主義論に散見される指摘を加えると、一層次元の区分

は難しい。政治的保守主義が位置づけられるべき次元の曖昧さは、体系化

を嫌う政治的保守主義の特色である。

以上の区分を利用して、保守主義論は、多様な内容を持つ複数の政治的

保守主義が存在するとする。しかし、多様性を論じるためには、論理的に

は政治的保守主義一般を示す必要がある。多様な存在に共通する部分、さ

らには本質や精髄（rationale）が無ければ、多様な内容を持つものを一般

名称で括る妥当性が問われるからである。従って、保守主義論は、政治的

保守主義一般の本質を求めることになる。

23 　辻井喬『茜色の空』（理想社、2010年）327頁、407～408頁。本稿では考
察の対象外とするが、こうした分析的な説明よりも、題名に使われている、
大平が帰郷した際にみた「茜色の空」の心象が保守主義らしさだろう（同書、
240頁と374頁）。また、橋川文三が「和歌と茶道と仏道によって形成された
温雅純正な無名の保守的人間」（白鳥邦夫「日本保守主義者の肖像　─父・
白鳥義千代論─」橋川文三編集・解説『戦後日本思想大系7　保守の思想』

（筑摩書房、1968年）所収、47-66頁）と名付ける主人公が敗戦後に見る飯綱
山の心象も同様だろう。
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３．保守主義の本質論

社会現象に関する単語が、使用者の意図や使用される文脈によって多義

的となることは一般に見られる。その場合にも多義性の前提には何らかの

共通イメージがある。政治的保守主義の場合には、その発生契機の特色か

ら個別例の積み重ねを基に共通イメージが醸成された。しかも、政治的

保守主義は名称として他律性を特色とするため、思想競演の中でアピール

効果が小さいと判断されれば、思想やイデオロギーとしての自律性を主

張するために独自の価値の抽出と提起が求められた。こうして作られた共

通イメージである政治的保守主義一般がいわば「実体化」され、さらに

その自律性を高めるために本質が探究され、抽出される。この本質主義

（essentialism）により、保守主義論は「真の（true）保守主義」論となり

やすい。

例えば、保守主義論の代表であるハンチントンの議論は、この本質探究

で錯綜しているように思える。ハンチントンは、イデオロギーを政治的、

社会的価値の配分に関連し、特定の集団によって黙認された思想の体系と

定義し、イデオロギーとしての保守主義を論じる中で3つの捉え方がある

とする。第1は、貴族と関連づける定義（the aristocratic defi nition）で、

18世紀後半から19世紀前半に封建的、貴族的、農村的な発想から、フラ

ンス革命、自由主義、ブルジョアの台頭に社会階級としての貴族が反発し

たものとする捉え方である24。第2は、「階級や状況から自律した定義（the 

autonomous definition）」で、正義、秩序、均衡、節度といった普遍的価

値があって、時代を問わないとする捉え方である。第3は、「状況による

24 　この場合の貴族は土地貴族が想定されているのだろうが、土地貴族も国に
よる違いは大きい。参照、David Spring, ‘Landed Elites Compared’, in: 
David Spring（ed. and with an introductory chap.）, European Landed Elites 
in the Nineteenth Century（The Johns Hopkins U.P., Baltimore and London, 
1977）chap.1.
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定義（the situational definition）」で、体制に対する基本的な改革や挑戦

がある場合に、体制を保守する立場が用いるイデオロギーとして捉える。

戦後日本では、保守政党の改憲論に対する革新勢力の護憲運動がその例だ

ろう。

ハンチントンは、政治的保守主義については、本質を抽出しやすい第1

の定義や第2の定義ではなく、第3の状況による定義が相応しいとする25。

保守主義は何らかの内在的な価値を有するイデオロギー（inherent 

ideology）ではなく、特定の社会集団がその保有者（carrier）となること

はあっても、立場によるイデオロギー（positional ideology）であるとする。

ハンチントンは政治的保守主義を体制（現存制度）への根本的な挑戦に対

する態度として理解するが、いわば体制擁護の態度であり、立場から生ま

れる自然的保守主義ともいいうるだろう。しかし、ハンチントンは、この

3つの定義はイデオロギーと歴史的過程との関係という点でのみ異なり、

イデオロギーとしての内容では一致しているとして、本質主義に固執し、

議論を続ける。このように、保守主義論は本質や精髄の確定作業（以下、

本質論）に入る。

永井陽之助に倣って、政治理論上の象徴や象徴体系が、一定の政治的行

動様式ないし組織を記述・分析・説明するための用具としての認識象徴

と、一定の社会集団のもつ行動様式や組織の正当性を剥奪するか、新しく

発生しつつある社会集団の行動様式に正当性を賦与し、人間の行動様式を

組織化していく価値記号としての組織象徴の二重の意味と機能を持つと考

えると26、この本質論では、学術上の必要から生じる認識象徴の整理と、

政治実践上の必要から生じる組織象徴の整備のいずれを目的とするかに

よって探究方法が異なるが、思想やイデオロギーの論争がすこぶる政治実

25 　Samuel P. Huntington, ‘Conservatism as an Ideology’, in: The American 
Political Science Review, Vol.51, No.2（Jun.1957）p.454ff ., p.467f. （fn.26）

26 　永井陽之助『政治意識の研究』（岩波書店、1971年）91頁以下。
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践と関わることから、両者の区分は難しい。また、政治的保守主義の

本質論27では、学術上の探究も論者の「政治的」意図から自由ではない。

時には、現前の保守主義が「堕落」しているといった指摘が見られ、政治

的意味内容の純化（差異化）運動さえ提起される。この種の真贋論争、本

家争いは政治的保守主義がイデオロギーである証である。

保守主義論は、自由主義論や社会主義論に較べ、政治的保守主義に一貫

した理論体系、思想体系が無い（あるいはそもそも抽象的な体系化を嫌悪

する28）こともあって、必ずしも学術研究の数が豊かな領域だとは言い難

いが、日本においても本稿が参照しているように、重要な研究は少なくな

い。しかし、その内容は様々であり、本質論についても同様である。その

理由として、本質論が論者の政治観と関連した好みの保守主義イメージを

提起する傾向があり、また、本質論を考察する上で引証される材料が時代

や国によって異なり、しかも現実政治に携わっている政治家が理論提供す

る部分が大きいという特性がある。以上を留保すれば、本質論については

次のような構成や内容が比較的共通しているといえる。

まず、バークを始祖や規準あるいは典型例や標準例と位置づけ29、その

他の政治的保守主義の真贋をバークとの差異や距離感で測ろうとする傾向

である。そして、政治的保守主義の意味は少なくともその発生当初は挑戦

側への応答内容で決まるという他律性から、本質論は「望ましくないも

27 　参照、Roger Eatwell, ‘The Nature of the Right, 1: Is There an ‘Essentialist’ 
Philosophical Core?’, in: Roger Eatwell and Noël O’Sullivan（eds.）, The 
Nature of the Right: American and European Politics and Political Thought since 
1789（Twayne Publishers, 1989）p.47ff .

28 　これも（政治的）保守主義論の論点である。政治的保守主義は、反動的に
なったときにだけ、体系的に思考する（カール・マンハイム『保守主義的思
考』森博訳（ちくま学芸文庫、1997年）p.47）。

29 　政治的保守主義の始祖はフッカーだとする議論もある。一例として、アン
ソニー・クイントン『不完全性の政治学』岩重政敏訳（東信堂、2003年）3
頁以下、27頁以下。
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の」、「らしくないもの」から出発し30、次に（苦労して）「望ましいもの」、

「らしいもの」を抽出する手順をとる。本質論の内容は論者によって相当

異なるため、説明の便宜上、思想が掲げる価値と思想を組み立てるスタイ

ルの2つのレベルに分けて考察する。

政治的保守主義の本質となる価値の候補は複数ある。そのいずれが重視

されるかは論者により異なる。しかも同じ言葉でも論者によりニュアンス

の違いがある。従って、一般化は誤解を招く懸念もあり、また本質的な価

値の候補が相互に関連していることから議論が一部前後せざるを得ず、説

明の手順が難しいが、個人主義、進歩主義、私有財産への制限を手がかり

に述べる。

まず、個人主義31への否定的応答である。政治的保守主義が掲げる反個

人主義は単純な集団主義ではない。挑戦側の主張内容にもよるが、むしろ

個人の人格を尊重するという意味で個人主義を主唱するからである。自由

主義などが掲げる個人主義に反対する理由はいくつかある。第1に、望ま

しい社会を構想する社会哲学の出発点に抽象的個人を設定する発想への反

発である。その個人主義は無色透明で負荷のない個人間の合意による政治

社会の設立を掲げ、社会関係のリセットが可能であり、必要だとする。こ

れに対し、政治的保守主義は、時代や国に特有の有機体としての社会（社

会と国家との区別を特に意識しない場合には国家）が個人を作り上げると

30 　「文学とは［中略］それについて私たちが決してポジティブに論じ合うこ
とのできない何ものかであることがわかる［中略］文学とは≪そのようなも
のではないはずだ……≫という主張ないし願望なのであった。文学とはつね
に、残余への期待、あるいは不満が見させる夢、つまり虚の概念であった」

（佐藤信夫『レトリックの記号論』（講談社学術文庫、2008年）81頁以下）
とすれば、保守主義思想の提供者の多くが文才に恵まれていることは自然で
あり、保守主義の表現には文学という形式が適しているといえるのだろう。

31 　論者によっては現実に存在する個々が真の実在で、全体や普遍などは二義
的であるとする個体主義がその哲学的表現として相応しいと思える場合も
あるが、ここでは人間社会に関する議論であるため、両者を同じと考える。
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する。この有機体の主張、あるいは個人の形成における共同体の役割の重

視（共同体主義）は、個人主義から派生する一元主義（monism）的な政

治社会構想に反発し、個人と国家との間に存在する家族や近隣社会、教会

など各種の権威ある中間団体こそが豊かな社会を作るという多元主義

（pluralism）の主張につながる。従って、反個人主義という意味での集団

主義は政治的保守主義の本質たる価値の候補とはなり得ないが、社会が有

機体であることを前面に押し出せば、個人の尊重という本来の主張が薄

れ、家族などの中間団体を個人に優越させる社会構想に近づくために、政

治的保守主義は集団主義と見なされやすい。

政治的保守主義は、個人主義が社会の様々な拘束や制約から個人の解放

を目指すとする点について、その構想は結果として原子化された個人に疎

外感をもたらし、疎外された個人の集団は、フランス革命に見られたよう

に烏合の衆となって、専制政治を育むと指摘する。政治権力の扇動によっ

て国民が情緒的に動員される事態を嫌悪する。従って、政治的保守主義

は、権力の濫用を防止する均衡のシステムを内在する混合政体を好む傾向

にあるが、必要な場合には露骨な（必ずしも正当化されない）権力の行使

を否定しない点で単純な権力分散論を採用しない。

また、政治的保守主義は、人間が本源的に平等であるとみなす主張に対

し、人間の本源的な不平等性を主張する。その理由はいくつか挙げられ

る。まず、現実の人間は不平等であり、神（最後の審判）や法の前での平

等性以上の平等性は主張できないとする。また、人間の平等性という主張

は道徳的に優れているとしても、現実にはあり得ず、間違った問題の立て

方であって、政治的修辞であり、仮に平等性を実現しようとすれば、その

コストは高すぎるため、結局は平等への主張は公正の議論になるとする32。

公正あるいは公平は不平等を前提とする議論である。さらに、平等主義の

32 　参照、L. アリソン『新保守主義の政治理論』藤原孝・杉本稔訳（三嶺書房、
1988年）第6章。
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主唱する平等の実質は平準化や画一化であり、社会に及ぼす弊害は看過で

きないとする。人間は不平等であることから、個々人の役割はその能力や

資質に応じて決められるべきであって、この「分相応」のあり方を基に政

治社会の構築を図ることが望ましいとする。ここから社会における序列と

しての権威の重要性が指摘され、またリーダーシップのあり方として貴族

主義が唱えられる。この場合の貴族は、社会階級としての貴族を指す場合

もあれば、貴族が影響力を有しない時代では特段の身分特権を付与されな

い、自然な・本性上の（natural）貴族を指す。貴族（aristocrat）の原義

に近い卓越した者、あるいは選良という程度の意味である。

個人主義は個々人が理性的判断を行えると主張する。個人主義は進歩主

義の別名ともいえる合理主義とも結びつく。19世紀前半のベンサム流の

功利主義は、過去は役に立たず、善きものはすべて個人の理性からのみ生

まれるとした33。これに対し、政治的保守主義は社会が複雑であることを

強調し、理性によって合理的に社会を把握し、また改革できるとする理性

万能主義を否定する。社会改良の知恵は、論者により楽観と悲観の差は小

さくないが、個々人の生の理性にではなく、人間の集合体の経験にあると

する。その集合体の経験の蓄積が慣習や伝統である。そこから、個々の人

間に分相応に備わった理性の蓄積である「偏見」が生まれる。偏見は合理

的根拠のない、前判断（pre-justice）である。バークは言う。「我々は一

般に無教育な感情の持ち主であって、我々の古い偏見を皆捨て去るどころ

かそれを大いに慈しんでいること、また、己が恥の上塗りでしょうが、そ

れを偏見なるが故に慈しんでいること、しかもその偏見がより永続したも

のであり、より広範に普及したものであればある程慈しむこと、等々です。

［中略］偏見の中にある潜在的智恵を発見するために、自らの賢察を必要

とするのです。［中略］理性を伴った偏見は、その理性を行動に赴かしめ

33 　参照、Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction 
Publishers, 2008）p.33f.
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る動機や、またそれに永続性を賦与する愛情を含んでいるからです。［中

略］偏見とは人の美徳をしてその習慣たらしめるもの、脈略の無い行動の

連続には終わらせないものなのです」34。バークにとって、偏見とは、「知

ること、理解すること、感じることをまとめる方法の蒸留物であり」、「人

間は成長や進歩のためには、純粋な論理と同時に、感情、情緒、長い経験

から生まれるような、別の種類の推論が必要である。偏見は知恵を内在し

ており、その知恵は知性よりも古い」。「偏見は個人の精神の中で、伝統に

その起源を持つ権威と知恵を要約した物」35である。

この合理主義との関連で、宗教の位置づけに関する応答がある。宗教に

関する政治的保守主義の応答は両極である。宗教論は神や教会の社会にお

ける位置づけの問題であると同時に、特に宗教・宗派上の少数派にとって

は寛容の問題である。グレイは、寛容を尊重する自由主義の哲学に2つの

系列があると指摘する。第1は、寛容が普遍的な文明の理想に合意するた

めの手段であるとし、第2は、寛容が多様な価値観の平和共存の条件とす

る36。この分類に従えば、政治的保守主義は前者を嫌い、後者を好む傾向

があるといえる。

また、啓蒙主義による「世俗化」には脱宗教と脱教会の2つの側面があ

り、自由主義の「攻撃」対象と要求は多様である。政治的保守主義は有機

体的な社会秩序や権威を重んじる点で、宗教の道徳的役割を重視する。し

かし、その指摘は社会制度としての宗教の重要性に留まり、個人消費向け

34 　エドマンド・バーク『フランス革命の省察』半澤孝麿訳（みすず書房、
1989年）110～111頁。

35 　Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction Publishers, 
2008）pp.44-45.

36 　John Gray, Two Faces of Liberalism（The New Press, 2000）p.1f.　前者
の例はロックやカント、最近ではロールズやハイエクであり、後者の例は
ホッブスやヒューム、最近ではバーリンやオークショットであるとする。
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の信仰の問題ではない37。宗教は社会道徳の問題であって、文明社会（civil 

society）38の基礎であり、また文化人類学でいう神聖を必要とする社会統

合の手段であって、さらには過度の権力集中や権力行使に対する安全弁で

ある。このような宗教の「標準的な」位置づけに対し、セシルのように財

産権の問題を含めて国教会制度の重要性を強調する論者39や、アメリカの

クリストルらニュー・ライトに見られる宗教的熱狂を示す運動もある40。

一方で、バークは宗教の重要性を訴えながらも、革命指導者の救済の約束

に刺激されて生まれた宗教的な熱狂を批判の対象とし、『省察』でイング

ランド17世紀の内乱に言及する場合にも宗教的熱意を示さない。アリソ

ンは、政治的保守主義こそが宗教からの解放を可能とする唯一真正なもの

であるとする伝統がヒュームからスクルートンまであると指摘し、その意

味で保守主義こそが個人主義であって集団主義であり、また権威主義で

あって自由の愛好家であり、神秘主義であって現実主義であるとする。そ

して、宗教が存在の意味を提供する点で有意であっても、絶対的帰依を求

める宗教に対しては保守主義はむしろ批判的でさえあるとする41。従って、

37 　Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction Publishers, 
2008）p.79f.

38 　civilという形容詞は訳しづらい。「『野蛮の啓蒙』をもってシヴィライゼー
ション（文明）とみる見方が西欧の十八世紀に確立されたことは確かであ
る。シヴィル（市民的）とは、ギリシャさらにはローマの主として都

シ テ ィ

市にお
いて明示された（ローマ法がかつてその典型とみなされたような）ルール

（道徳と法律）の体系にもとづいて行為することをさす」（西部邁『保守思想
のための39章』（ちくま新書、2002年）106頁）。バークの『省察』における
civil societyについては、エドマンド・バーク『フランス革命の省察』半澤
孝麿訳（みすず書房、1989年）訳注46・15、328頁以下が明快である。

39 　参照、ヒュー・セシル『保守主義とは何か』栄田卓弘訳（早稲田大学出版
会、1979年）Ⅳ宗教と政治。

40 　参照、Owen Harries, ‘What It Means To Be Conservative’, Policy, Vol.19 
No.2（Winter 2003）p.36.

41 　L. アリソン『新保守主義の政治理論』藤原孝・杉本稔訳（三嶺書房、
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カークのいうように、イデオロギーが本質上反宗教的であるためにキリス

ト教徒は保守主義に惹かれる側面があるとしても42、ニスベットの指摘の

方が標準的である。ニスベットは、「信仰の欠如の危険は、何も信仰しな

いということではなく、何でも信仰してしまうということである」という

チェスタトンの言葉を引用し、多くの保守主義者はこれに賛同するとし

て、例えば、祝祭日が宗教上と並んで市民生活上の目的にも役立つという

意味での宗教、つまり市民宗教（civil religion）としての宗教という考え

方が保守主義的な信念の核心に近い43とする。このように、政治的保守主

義と宗教との関係は一義的でも一様でもない。

次に、進歩主義への否定的応答である。進歩は近代の時代精神である。

進歩主義は、政治的保守主義を進歩の敵として位置づけ、自己を正当化す

る格好の宣伝材料とした。進歩の対義語が停滞や退歩ではなく、保守とさ

れた経緯から、進歩主義への反発は政治的保守主義にとって微妙な問題を

含む。政治的保守主義は改革を否定せず、積極的にせよ、消極的にせよ、

肯定するからである。政治的保守主義はいわば社会変化への対応の思想で

あり、改革は進歩主義のように目的ではなく、選択の結果に過ぎない。両

者は改革のイメージでも相違する。岸本広司によれば、バークは「変革

（change）」と「改革（reformation）」とをはっきりと区別し、変革する

（innovate）ことは改革ではなく、改革とは全体の枠組みや本質的部分を

維持しながら、欠陥のある箇所や状況に合わなくなった部分の臨床的対応

1988年）26頁以下、81頁以下。なお、ニスベットは、保守主義者らしく、「宗
教は、本来、悪の偏在に対して救済の困難さを人間に鋭く自覚させる営為」

（R. A. ニスベット『共同体の探求』安江孝司・樋口祐子・小林修一訳（梓
出版社、1987年）33頁）であるとして、不安や挫折を癒す社会適応の手段
としてではなく、徳との関連で説明する。

42 　Russell Kirk（ed., with an Introduction and Notes）, The Portable 
Conservative Reader（Penguin Books, 1982）p.xxii.

43 　Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality （Transaction Publishers, 
2008）p.83f.
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であって、慎重で用意周到で穏健かつ漸進的なものだと指摘する44。この

バークの改革イメージは政治的保守主義に共通しているが、新保守主義な

ど逸脱例は見られる。積極的改革の姿勢の方が言論市場では支持や人気が

得やすいからである。

政治的保守主義は進歩主義が掲げる結果への楽観に反対する。改革が改

善をもたらす保証がないままに進められることに疑問を抱く。改革への抑

制や悲観的な態度が特色である。改革を進めるとしても、秩序の維持が優

先され、進歩主義が推奨する改革の速度に反対する。急進主義に漸進主義

を対置する。急進は往々にして破壊を伴うため、革命を否定する。そして

急進主義に伴う熱狂を嫌う。政治的保守主義の基本は現状維持である。ま

た、原状回復を図るために改革が必要ならば、過去の成功遺産の中から適

した改革を選択する。その際、原状回復を超えて、改革以前の社会を実現

性の低いという意味でのユートピアとして描く復古は急進主義となり、政

治的保守主義からの逸脱となる45が、この逸脱例を政治的保守主義に含め

る論も少なくない。

政治的保守主義が掲げる反進歩主義はその時間イメージの産物である。

政治的保守主義は、現在を過去から積み重ねられた地層の最上層であると

見なし、その限りで過去は現在と一体であり、進歩や変化があっても過去

と現在は切れ目無く連続しているとする。この文脈で政治的保守主義は歴

史主義あるいは伝統主義である。伝統は伝えられてきた正統であるが、現

在が時間軸に沿って絶え間なく動き続ける以上、伝統は日々伝えられるべ

き正統であって、政治的保守主義が掲げる現在指向は未来指向でもあ

る46。バークが好む相続という概念は保全と継承という原理を持ち、改革

44 　岸本広司「保守と改革　─エドマンド・バークの政治思想─（下）」『聖徳
学園岐阜教育大学紀要』（第31巻、1995年）145頁以下及び151頁註（6）。

45 　日本については、一例として参照、三谷博『明治維新を考える』（岩波現
代文庫、2012年）215頁以下。

46 　参照、シェルドン・S・ウォリン『政治学批判』千葉眞・中村孝文・斉藤
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を排除しない。伝統は実体である慣習から抽出される。絶えず変化する状

況の中で保守すべき価値を吟味し、必要である限り、過去の経験などを基

に改革する。バジョットは、保守主義の明快な信条は現状維持であり、保

守党の歴史から、忠誠（loyality）の保守主義、恐怖（fear）の保守主義、

反省（refl ection）の保守主義の3種の保守主義を抽出し、想像力のない保

守主義こそが不幸をもたらすとした47。

この選択の契機を含む伝統への依拠という回答には難点がある。政治的

保守主義は反合理主義の立場から人間の非理性的部分に着目し、人間の

「性悪さ」あるいは資質の不完全さを強調するため、不完全な人間の集合

的経験である慣習や伝統が何故保守する対象となりうるのかという疑問は

自然である。この疑問に対し、政治的保守主義は時効（prescription）、す

なわち、時間を経て残っているという事実が有用性ないし妥当性の証であ

るとする。この時効概念には進化のニュアンスが含まれる。進化とは目標

を設定した人間の意思の産物である進歩とは異なり、いわば自生的変化で

ある48。進歩と進化の違いは作為と自然の対比に相応する。それでは、進

化の過程で長く保たれたという事実のみで、アパルトヘイトなど未来への

伝承に値しないと思えるような慣習を保持する理由としては十分かという

疑問49も自然である。政治的保守主義は、この疑問に対し、バークのよう

に「自然」、すなわち「当然で問答無用」と答えるか、制度には知られな

い価値や効用があるとする神秘主義的な指摘に留まる。結局の処、伝統を

保持する基準に対して明快な回答はない。政治的保守主義らしい回答を捻

眞編訳（みすず書房、1988年）50頁以下。
47 　Walter Bagehot, ‘Intellectual Conservatism’, in: Russell Kirk（ed., with an 

Introduction and Notes）, The Portable Conservative Reader（Penguin Books, 
1982）pp.237-242.

48 　参照、田中耕太郎「進歩の論理と倫理」橋川文三編集・解説『戦後日本思
想大系7　保守の思想』（筑摩書房、1968年）所収、292-305頁。

49 　Gordon Graham, Politics in its Place（Clarendon Press, 1986）p.186f.
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出すれば、常識で判断するということになろうが、これは論点先取りでも

ある。以上のように、政治的保守主義は進歩主義に対して反発し、作為と

しての進歩への楽観を疑問視するが、改革反対ではない。一方で現状維持

や原状回復を基本とする点で、古き良き社会へのノスタルジーを含む過去

指向を持つ復古主義や反動主義と、また取捨選択の契機を認める点で（素

朴な）歴史主義や伝統主義と区別される。

第3に、政治的保守主義の本質となる価値候補としては見劣りするが、

私有財産への公的制限に関する否定的応答である。これが論点となるのは

特に社会主義との関係である。政治的保守主義は私有財産の剥奪に反対す

る。私有財産は過去の遺産としての既得権益であるという理由以上に、個

人の人格を発展させる不可欠な条件として、その道徳的正当性を強調する。

一方で、私有財産への公的制限を必要な限りで認める点で、リバータリア

ンのような自由主義と区別される。この私有財産を本質とみなす議論は他

の主義との相異点としては必ずしも明確ではなく、国別の違いが大きいた

め、一部の論者が推奨するほどには、本質的な価値候補とはなりにくい。

この私有財産をめぐる議論は国家あるいは政府の役割論（政策論）と関

連するが、政治的保守主義の国家論や政府論も一様ではない。一元的な政

治秩序に反対し、社会の多元性の保持を強調し、権力集中に反対する点で

国家主義に反対するといえるが、構成員の自由を確保し、社会を統合する

権威を国家にも求める点で国家主義に賛成する。国家と政府、あるいは政

府と政権との区別を入れれば、国家は強く、中央政府は弱く、また政府は

強く、政権は弱くあるべきだというのが標準的な回答となる。秩序安定の

ためには権力は相応に強くなければならないが、具体的な権力行使は、ほ

とんどの先進国で統治機構に導入されているように、権力の分立や分散、

機関の間の抑制と均衡などの仕組みによって制約されなければならないと

いう発想である。

この国家や政府に関するイメージは政治的保守主義の政治観と関係す

る。政治的保守主義は政治の役割や機能を限定し、人間の完成は非政治的
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領域にあるとする議論が多い。この文脈で、オークショットが頻繁に引用

される。「政治的活動においては、人びとは、底も知れず、果てしのない

海原を航海している。そこには、避難のための港も、投錨のための底地も

ない。また出航地もなければ、定められた目的港もない。その企ては、船

を水平にたもって浮かび続けることである。海は、友であるときもあれば

敵であることもある。船乗りの技術は、どんなに敵対的な状況からでも友

を作るために、行動の伝統的なやり方のなかにある諸々の手だてを使うこ

とにある」50。何よりもたまたま乗り合わせたこの「船を水平にたもって浮

かび続けること（The enterprise is to keep afl oat on an even keel.）」が

重要であり、その理由や目的は措き、船は浮かび続けなければならない51

とする。一方で、オークショットは、「この保守的な志向は、［中略］自分

自身の選択をし、そうすることに幸福を見出そうとする資質、情熱をもっ

て追究する企画が数多くあること、排他的真理がある確信をもって抱く信

念が多様であること、創造性に溢れ、変化に富むこと、大きなデザインを

描かないこと。過度、過剰な活動、非公式の妥協［中略］といった現在の

条件を受け入れることである。［中略］政府の仕事は単に差配することで

ある。これは特定の限定された活動であり、他と結びつけば容易に堕落

し、状況によって不可欠である。差配者のイメージはゲームのルールを管

理することを役目とする審判であり、また既存のルールに従って議論を支

配するが、自らは議論に参加しない議長である」52として、政府の役割を

大きく制限する。このオークショットの議論がどこまで政治的保守主義に

50 　M. J. オークショット「政治教育」永井陽之助編『現代人の思想16　政治
的人間』（当該部分は阿部四郎訳）（平凡社、1970年）403頁。

51 　Gordon Graham, Politics in its Place（Clarendon Press・Oxford, 1986）
p.174.

52 　Michael Josepf Oakeshott, ‘On being conservative’, in: Michael Josepf 
Oakeshott, Rationalism in Politics and other Essays-New and Expanded Ed. 

（Liberty Fund, 1991）pp.426-427.
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共通し、共有されているかは判断しづらいが、非政治領域が政治化するこ

とへの警戒や、個人の幸福追求の上で政府（統治）に対する期待の抑制な

どは比較的共通している。

国家イメージと関連する論点がナショナリズムとの関係である。論理的

にも、また歴史的経緯を考えても、ナショナリズムは様々な政治思想と結

びつきうる。政治的保守主義が身分論理に基づいて社会を構想すれば、国

民（nation）という枠組みを嫌い、歴史上もフランス革命では国民は改革

派や革命派の象徴財産であった。しかし、改革派や革命派が社会主義と結

びつき、階級論理で社会構想を組み立てるにつれ、国民は政治的保守主義

の政治資源となったという経緯がある。保守主義の「国民」とは調和的な

国民であり、生者と死者とこれから生まれる子孫とのパートナーシップで

ある53。「2つの国民」を唱えていたディズレイリは時局への対応として「1

つの国民」を打ち出し、このディズレイリの遺志を継ぐ「プリムローズ・

リーグ」が結成され、イギリス保守党は、選挙権を有しない数多くの女性

を含めた労働者を中心とする大衆運動54という「左翼的」な手法を用いて、

下院議員選挙での勝利を長く確保した（Popular Conservatism）55。ナショ

ナリズム、あるいは国民政党論は、政治的保守主義と結びつき、また袂を

53 　参照、エドマンド・バーク『フランス革命の省察』半澤孝麿訳（みすず書
房、1989年）123頁、Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality 

（Transaction Publishers, 2008）p.38f., p.97f.
54 　参照、小関隆『プリムローズ・リーグの時代』（岩波書店、2006年）。
55 　近年復刊された神川信彦『グラッドストン』（吉田書店、2011年）の解題

を書く君塚直隆は、「ピールによる穀物法廃止（1846年）以後の保守党を再
生し、巧みに党をとりまとめて、与党として第二次選挙法改正の実現にこぎ
着けられたのはディズレーリの手腕であったとするのが通説だった［中略］。
アンガス・ホーキンズによるその後の一連の研究［中略］、特に第一四代ダー
ビー伯爵に関する大部の評伝［中略］により、実際に保守党を二〇年かけて
再生したのはダービーの方であり、彼の政治的支援を受けて、ディズレーリ
も指導力を確立できたことが明らかになっている」とする（同書469頁）。
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分かつ｡

以上、政治的保守主義の本質となる価値の探究について、個人主義、進

歩主義、私有財産への制限を手掛かりに保守主義論を検討してきた。個人

を尊重した上で共同体の意義を力説する点で反個人主義であっても単純な

集団主義ともいえず、反進歩主義であっても（将来に向けた）改革の必要

性を認識し、時に進歩主義よりも改革に熱意を示す。重視される伝統は未

来に引き継がれるべき伝統である。私有財産は人格の発展という点で道徳

上不可欠であるが、制限は是認される。集団主義の一類型としての共同体

主義や伝統主義は保守主義らしさとして認識されるが、本質というより

は、必要条件として相応の及第点が与えられるにとどまる。これ以外に

も、保守主義論では、自由や権利の扱い、（永続性の象徴としての）土地、

地方優位の中央地方関係、「人種差別」や「軍国主義」などが本質的な価

値の候補として検討されるが、これらは一層適格性が劣るとされる。

この点で、本質的価値の候補に含められるかどうかは難しいが、ハンダ

イクが検討する「ふさわしさの原則（a principle of desert）」という観点

はユニークである。ハンダイクは、この「ふさわしさ」から、民主主義に

対する消極的態度も、真の自然な貴族制の主張も、財産を擁護する政府へ

の支持も、権威主義や社会的偏見の是認といった性向もすべて説明できる

とする。人々は相応しいものを手に入れることが重要であり、政治的保守

主義は相当程度道徳的原則に基づく思索であるとする。しかし、ハンダイ

クは、この「ふさわしさ」すら精髄としては失格だとして、結局精髄は存

在しないという結論を出す56。こうして、政治的保守主義の本質的価値の

56 　参照、Ted Honderich, Conservatism-Burke, Nozick, Bush, Blair?（Pluto 
Press, 2005）p.277f.。この後に（同書、p.301f.）、カークが保守主義の悪徳は
身勝手さ（selfishness）である（Russell Kirk（ed., with an Introduction 
and Notes）, The Portable Conservative Reader （Penguin Books, 1982）p.xxiii）
としていることを引証し、自分の利益に反する変化には反対するというぞっ
とするような非道徳性という事実こそ、保守主義のスタイルの大半を説明で

3号259-314_兵藤守男id6.indd   2843号259-314_兵藤守男id6.indd   284 13/03/30   9:4013/03/30   9:40
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



法政理論第45巻第3号（2013年） 285

候補を確定する作業は進まず、政治的保守主義に共通する本質としての価

値は存在しないというのが多くの論者の結論となる。

保守すべき価値の共通点や本質が見出しづらい理由の1つは保守主義の

発想法にあるだろう。「攻撃」側が提示した価値に対義語を提示するより

も、二項対立（dichotomy）のいずれへの偏りを避け、中庸を重視する傾

向があるからである。中庸にもいくつかの意味があるが、この場合の中庸

を、「2つの対立する価値を2で割ることではない。複数の対立価値を最大

限までに強めた上で総合を図ること」と考える57と、中庸は精神の態度で

あり、発想の習性である。具体的な政治的決定の場面では妥協こそが望ま

しい手法である。保守政党がしばしば中道を指向し、また中道であると主

張することも説明可能である。従って、政治的保守主義の本質を求めると

すれば、価値ではなく、価値とは一応独立した、思想を組み立てるスタイ

ルであると考えた方がいいという議論になる。

思想のスタイルとして、政治的保守主義に見られるのは、過度の一般化

や抽象化に基づき、普遍性を主張する社会構想や人間論への嫌悪である。

政治的保守主義は個別事情を重視するという意味の歴史主義を採る。その

イデオロギー嫌いは一面で気分でもある。「［プラトンから］私は沢山の根

本的な考えを教えられました。イデオロギーという、政治につきものの、

全くニュアンスを欠いた思想が、ニュアンスだけで出来ているような現実

の人間にあてはまるはずはない」（小林秀雄）58。この種の気分は現実政治

や政治理論への批判を通じ、政治一般への嫌悪にも繋がる。

思想のスタイルとしての本質候補は、まず個人主義とも関連する合理主

義への反発である59。合理主義とは発想の特質である。人間に本来備わっ

きるとするが、おそらくは受け入れられないだろう。
57 　西部邁『保守思想のための39章』（ちくま新書、2002年）37頁以下。
58 　小林秀雄・岡潔『人間の建設』（新潮文庫、2010年）137頁。
59 　この通説に対し、中津信彦は、イギリスの近代保守主義には啓蒙思想に対

する反動的側面と並んで、啓蒙思想の「末子」、「一ヴァリアント」としての
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ている理性の自立という啓蒙、人間の理性への全幅の信頼は政治的保守主

義には受け入れがたい。啓蒙（思想）こそ、政治的保守主義の重要な批判

対象である。合理主義は、人間の非合理的な行動の原因は社会制度にある

として、人間が理性的存在へと完成する可能性を否定しない。これに対

し、政治的保守主義は人間の完成可能性に対して懐疑を示す。この不完全

性を強調するのがクイントンである。クイントンは、この不完全性はキリ

スト教の原罪イメージを基にしているため、道徳的色彩があるが、重要な

のは知的な不完全性であるとする。政治的保守主義が個々の思想家などが

築く抽象的な理論（abstraction）を拒否する理由でもある。そして確立さ

れた慣習や制度に対する愛着あるいは尊敬、革命的な変化に対する敵意と

いう意味での伝統主義、社会の諸制度が個々の人間を社会的存在とすると

いう意味での有機体主義、政治的知恵は共同体全体に歴史的に蓄積されて

きた社会経験の中に見出されるという信念の政治的懐疑主義の3つの原理

を挙げる60が、ニスベットはこの伝統主義と有機体主義は政治的懐疑主義

から導かれるとする61。（オークショット流の）政治的懐疑主義は、「人間

のある道徳的共同体への帰属が超越的ではなく端的に偶然的なもにすぎな

いこと、あくまでも選択の結果ではあるが合理的選択の所産ではないとい

う意味での世界の本質的な『偶然性』（contingency）」62を主張する。そし

進歩的側面（漸進的改革論）も有すると指摘する。この指摘が相応に妥当で
あれば、政治思想研究が経済思想の視点を軽視する傾向にあることを示唆し
ているといえる。同著者「バークとマルサスにおける階序秩序と経済循環　
─「存在の連鎖」受容の一断面─」『経済論集（関西大学）』（第56巻第3号、
2006年12月）75～101頁。

60 　アンソニー・クイントン『不完全性の政治学』岩重政敏訳（東信堂、2003
年）15頁以下。

61 　Gordon Graham, Politics in its Place （Clarendon Press・Oxford, 1986）
p.173f.

62 　中金聡「第1章　近代ヨーロッパ国家の両義的性格　─オークショットの
「偶然性」の政治学」千葉眞・佐藤正志・飯島昇蔵編『政治と倫理のあいだ　
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て人間が不完全性な存在である以上、哲学や理論ではなく、会話という手

続きが社会構想を作り出すとする。

政治的懐疑主義は本質候補として有力視される。しかし、この懐疑主義

の意味は難しい。何に関する、どのレベルでの懐疑なのか、わかりづらい

からである。考察の方法としての懐疑主義もあれば、政府には確固たる目

的がないという意味での懐疑主義もある。懐疑主義からすれば、社会現象

は複雑であるから、その結果は偶然の賜でしかない。重視する伝統も所詮

は偶然の産物となる。懐疑主義が単に判断を極力留保する姿勢を意味する

なら、現代の自然科学とは、進歩への楽観、悲観の違いはあっても63、理

論は仮説に過ぎず、すべての結論は暫定的である点で共通する。

しかし、懐疑主義を採用しても、すべてについて懐疑し得ない以上、ア

イロニーやユーモアで一息つくとしても、どこかに懐疑を留保する地点を

求めざるを得ない。この点で落合仁司の保守主義の説明は説得力がある。

落合は、近代政治思想としての進歩主義とは合理主義の別名であるが、そ

れ自体合理的な根拠を持ち得ない前提をもってはじめて可能であり、こ

の、それ自身は合理的な根拠を持ちえないもの、それが保守主義の保守す

べき何かであると説明する64。この意味での保守主義は客観的には言及し

得ず、主観的には帰属しえず、「～ではない」としか語りえないものであ

り、遂行的に生成される伝統、合理的には言及しえぬ偏見、個体的には帰

21世紀の規範理論に向けて』（昭和堂、2001年）「第2部政治理論の視点から」
所収、187頁。また、参照、中金聡「偶然性と政治　─オークショットの場
合」『政治思想研究』（第8号、2008年5月）。

63 　「政治的右派と科学技術への楽観論、政治的左派と科学技術への悲観論が
結び付くようになってきたことは、『我等の時代にとっての保守主義』を考
える際に重要なポイントである。」添谷育志『現代保守思想の振幅』（新評論、
1995年）11頁。

64 　落合仁司・猪口孝・大澤真幸・岡沢憲芙・山本吉宣・S. R. リード『政治
学事典』（弘文堂、2000年）1017-1018頁。
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属しえぬ権威である65。これはオークショットのいう実践知（practical 

knowledge）と似て、行為とその仕方によってのみ伝えられ、体得される

知識の重要性を謳う66。過去の名人や偉人に弟子入りして「背中を見て学

びながら」試行錯誤する姿勢こそ、保守主義のスタイルとしてふさわしく、

右顧左眄にも似た、反省と模索が常道となる。合理主義たる自由主義によ

る明快なヴィジョンの提示に対して、懐疑主義たる政治的保守主義は、そ

の主張スタイルの「まどろっこしさ」故に、政治思想としては世間受けし

ないという説明も可能である。

このように、懐疑主義は政治的保守主義の本質としてのスタイルの有力

候補になりうる。あるいは、保守主義が自由主義や社会主義と対立してい

たのではなく、個人主義と集団主義（共同体主義）との対立などと並んで、

合理主義と懐疑主義とが対立していたと考える方が歴史の説明としては汎

用性が高いようにさえ思える。いずれにしても、合理主義と対比される懐

疑主義の意味は、政治的保守主義の本質候補に用いられるほどには明確で

はない。オークショット流の懐疑主義は政治的保守主義の伝統に対する楽

観も懐疑するからである。政治的保守主義が懐疑主義的であったとして

も、懐疑主義が政治的保守主義であるとはいえない。

次の候補として、ユートピアを目指さないスタイルが挙げられる。しか

し、ユートピアという言葉も実は多義的である。論者の代表であるニス

ベットは共同体論の中で「告白」する。「本書の最後の数ページで、私は

65 　落合仁司『保守主義の社会理論』（勁草書房、2004年）13頁。
66 　参照、Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction 

Publishers, 2008）pp.44-49。クイントンの実践知に関する疑問は、アンソ
ニー・クイントン『不完全性の政治学』岩重政敏訳（東信堂、2003年）146
頁以下。政治の語り方における型の問題については、木村俊道「実践知とし
ての政治思想史－レトリック・思慮・作法」をはじめとして、関口正司編

『政治における「型」の研究』（風行社、2009年）に所収されている論文が
大いに参考になる。
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率直に、ユートピア論的な言を吐いている。そのことを弁解しない。［中

略］ユートピア論は、結局、社会計画であり、そして、プラニングは、［中

略］テクノロジーの発展がみられ、民主主義が発達し、人口の増大するよ

うな世界では不可欠である。プラニングに、無暗みに反対するような保守

主義者は、国家的、地方的を問わず、かれら自身が最悪の敵である。［改

行］けれども、プラニングが必要なのは、人生そのものではなく、人生を

しつらえる構造枠についてである」67。この「弁明」の意味は難しい。同書

が書かれた文脈を考える必要もあり、ユートピアという言葉のニュアンス

の違いもある。半澤孝麿が指摘するように、政治的保守主義が共同体論と

懐疑主義との複合形態だとすれば、前者によって過去がユートピアとして

設定され、同時に後者によってユートピアが否定されることになる68。共

同体論者であるニスベットにとっては、ユートピアの肯定は当然だろ

う69。政治的保守主義は必要である限り改革に取り組むとするため、「プラ

ニングに、無暗みに反対する」ことは保守主義らしくないということだろ

う。しかし、現実に対して不満を抱く者が提起する実現可能性が低い理想

郷という意味でユートピアを用いれば、政治的保守主義はユートピアを思

考スタイルに組み込むことを拒否すると考える方が自然である。

以上のように、思考スタイルとしての懐疑主義、反ユートピア主義など

は本質候補であっても、せいぜい必要条件としての合格である。この他に

も、スタイルに分類できるかは議論があろうが、実用主義、現実主義、経

67 　R. A. ニスベット『共同体の探求』安江孝司・樋口祐子・小林修一訳（梓
出版社、1987年）緒言、p.xvi。

68 　半澤孝麿「保守主義」田村秀夫・田中浩編者代表『社会思想事典』（中央
大学出版部、1982年）、272頁以下。

69 　このユートピア肯定論と、保守主義の政治思想の伝統について、バーク、
カーク、オークショットに、「未来学者」ジュヴネルを加えている（Robert 
Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction Publishers, 2008）p.17）
点に、社会学者ニスベットの保守主義イメージの特色が垣間見られる。
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験主義、実証主義、機会主義なども政治的保守主義と親近であると指摘さ

れる。しかし、それぞれの意味が多様であり、保守主義の特色にとどまる。

政治的保守主義には固有の理論体系がないという一般的な指摘は、スタイ

ルの欠如も含意する。

政治的保守主義の本質候補として価値もスタイルも存在しないとすれ

ば、保守主義論が前提とする普遍的な政治的保守主義の存在が怪しくな

る。「本質があるという発想で解答を求めれば、右派（right-wing）の本

質は到底理解しがたい。［中略］改革派に対する反応で異なった思考スタ

イルがあって、問題は解決しない。5つ［反動右派、穏健右派、急進右派、

極右、ニューライト］の右派に1つの運動、思想家、イデオロギーをぴっ

たりと当てはめることはできない。カテゴリーの間にはぼんやりとした縁

があり、個人や運動がカテゴリーを超えてしまうようである。［中略］総

じて、全体としては、右派の伝統には多くの面があり、静的では全くなく、

想像的でさえある」70。この場合の右派は政治的保守主義と大差ない。以上

が正しければ、落合のいうような、語り得ず、遂行の蓄積によってのみ知

られるとしない限り、多くの論者のように、政治的保守主義は多様であっ

て、共通項も、ましてや本質と呼ぶべきものも存在しないことになり、政

治的保守主義という意味で保守主義を論じることは無益であるという結論

が導かれる。

この捉え方は、保守主義という言葉への忌避と結びつく。保守主義を論

じること、それ自体への嫌悪である。その代表が福田恒存だろう。「私の

生き方ないし考え方の根本は保守的であるが、自分を保守主義者とは考え

ない。革新派が改革主義を掲げるようには、保守派は保守主義を奉じるべ

70 　Roger Eatwell, ‘The Naure of the Right, 2: The Right as a Variety of 
“Styles of Thought’, in: Roger Eatwell and Noël O’Sullivan（ed.）, The Nature 
of the Right : American and European Politics and Political Thought since 1789 

（Twayne Publishers, 1989）pp.74-75.
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きではないと思うからだ。私の言いたいことはそれに尽きる」71。この例が

保守的態度を「思想」とすることへの嫌悪や軽蔑であるとすれば、西尾幹

二の説明はそれに（抑制されているとはいえ）憤慨が加わる。西尾は、「保

守的な生き方はあるが、保守主義という特定の理論体系は存在しないし、

また存在すべきではない─保守主義の定義を述べるなら、以上でつきる」

とした上で、「ひっきょう、保守的な生き方・考え方とは、自己について

も、世界についても、割り切れないものを割り切ろうとはしない態度、理

論より理論の網目からもれたものを尊重する態度」であって、「楽観的な

合理主義に虚偽をかぎつける本能、そういいなおしてもよい。［中略］進

歩を生の最高の価値、社会の究極の目的と考える観念的な未来崇拝に組み

しないだけである」。「こういう時代には、とらわれのない、自由な、現実

的な姿勢で事にあたることがもっとも必要」であり、「それを『保守的』

とよびたい人はよぶがいい。肝要なことは呼称ではなく態度、理論ではな

く理論をあつかう主体の姿勢」であるとする72。これは保守主義をイデオ

ロギーとしては扱わない方向である。ニスベットは、イデオロギーを、政

治や政治権力と密接で明白に関連した、道徳、経済、社会、文化に関する

観念の合理的に首尾一貫した体系だとする73が、保守主義は一貫性の欠如

という点で失格になる。グラハムはイデオロギーとして認定する基準を挙

げ、保守主義にはイデオロギーと反イデオロギーの両側面があるとす

る74。その議論は迂遠するが、結局は否定を意味するだろう。

71 　福田恒存「私の保守主義觀」福田恒存『福田恒存全集　第五巻』437頁。
なお、本稿では、引用にあたり、仮名や漢字の使用に関する方針に反した表
記を用いている。御寛恕を請う。

72 　西尾幹二「保守主義」、清水幾太郎編著『現代思想事典』（講談社現代新書、
1977年）599-602頁。

73 　Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction Publishers, 
2008）p.15f.

74 　Gordon Graham, Politics in its Place（Clarendon Press・Oxford, 1986）p.76f., 
p.172.
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見方を変えると、保守主義は、現実への構え、姿勢、態度と関連し、さ

らには性向や資質、心の習慣の問題として理解できる。結局の処、本質論

は最初に除外した自然的保守主義に関係し、自然的保守主義が政治的保守

主義の構成要素の1つであるとするセシルの議論に近づく。あるいは、ハ

ンチントンの状況的定義から本質を取り除く議論となる。保守主義は、資

質や態度であって、特定の政策だけでなく、政策の基となる原則とも関係

ない。「理論を拒否する理論」である75。しかし、現実には思想やイデオロ

ギーとして保守主義が唱えられる。その応答としての性格から時に相手の

土俵にのって議論することとなり、異議申し立てのスタイルが応答側にも

伝染する。これが反イデオロギー（anti-ideology）である保守主義が往々

にして対抗イデオロギー（counter-ideology）となることを強いられ、あ

るいは自ら選択する理由であり、保守主義が支持を得るために、改革を強

調するなどの姿勢の顕示を強いられる契機ともなる。

本来保守主義らしい応答とは、相手の思想ゲームの土俵にのって他者を

糾弾することではなく、土俵にのらないゆとりだろう。福田はいう。「大

義名分は改革主義のものだ。もしそれが無ければ、保守派があるいは保守

党が危殆に瀕するというのならば、それは彼等が大義名分によって隠さな

ければならない何かをもちはじめたということではないか。［改行］保守

派は無智といわれようと、頑迷といわれようと、まず素直で正直であれば

よい。知識階級の人気をとろうなどという知的虚栄心などは棄てるべき

だ。常識に従い、素手で行って、それで倒れたら、そのときは万事を革新

派にゆずればいい」76。保守主義は事態の深刻さを意識して応答するが、主

義に対して反主義ではなく、非主義で対抗することが基本となる。攻撃側

75 　参照、アンソニー・クイントン『不完全性の政治学』岩重政敏訳（東信堂、
2003年）8頁以下。

76 　福田恒存「私の保守主義觀」福田恒存『福田恒存全集　第五巻』所収439
頁。
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が原理主義的スタンスをとれば、機会主義や応用主義が対置される。表現

スタイルの選択も特色といえるだろう。保守主義の素材が文学作品を通じ

て提供される理由でもある。バークの『省察』は全文書簡の形式で書かれ

ている。その書式の選択理由には、「特定の読者層を、特定の目的に向け

て、しかも全人格的に揺り動かす［ためには、］時に相手への呼び掛けを

交えたり、自由に話題を前後させたりできる書簡形式の方が確かに望まし

い」77という側面もあるが、書簡は体系立てた議論ではなく、応答という

性格に相応しい形式である。

政治的保守主義一般が提示されえないとすれば、問題を立て替える必要

が生じる。そもそも、保守主義を思想やイデオロギーとして位置づけ、独

自の思想的個性、一貫した特色を何故見出さなければならないのか。保守

主義の考察にあたって、思想やイデオロギーとしての執着にどれだけの、

どのような意味があるのか。少なくとも認識象徴としての政治的保守主義

など存在しないという結論は何故妥当ではないのか。もちろん、概念の利

用法、効用はある。象徴としては、少々の差異はあっても、なるべく少な

めの数でまとめることは言語の経済に適う。しかも、保守対革新のよう

に、すでに人口に膾炙している準拠枠組（frame of reference）を壊すこ

とは難しい。例えば、福祉国家論では、保守主義、自由主義、社会民主主

義の各レジームが設定され、その区分が事典に掲載されるほど普及してい

る78。しかし、その内容は漠然としている。福祉の提供主体が家族と地域

社会では同じ保守主義レジームでも福祉のあり方のみならず、社会制度の

構想も相当に異なってくる。保守主義論には個人と国家との間にある中間

団体のいずれが社会福祉の担い手にあるべきかについての答えは無い。

77 　エドマンド・バーク『フランス革命の省察』半澤孝麿訳（みすず書房、
1989年）の訳者解説、399頁。

78 　新川敏光「保守主義的福祉国家」、猪口孝・大澤真幸・岡沢憲芙・山本吉
宣・S. R. リード『政治学事典』（弘文堂、2000年）1018頁。
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個々の社会の慣習や伝統に従って、個別に考えるよりないというのが「ら

しい」答えだろう。それでも、この用語例には、自由主義や社会民主主義

とは異なったレジームとしてイメージを描きやすいという利点があるだろ

う。

保守主義を思想やイデオロギーとして捉えることが、様々な政治現象を

材料として政治思想を抽出する効用に留まるならば、その効用に応じた用

法を開発すべきだろう。単語の利用目的に応じて、その意味の多様性を再

吟味し、イメージと実体とのズレを可能な限り解消する作業には意味があ

る。すなわち、保守主義という言葉の「救済」である79。

4．保守主義の「救済」

保守主義論は、思想やイデオロギーとしての保守主義一般の内容を提示

することなく、時代や国により、また攻撃側の主張とそれに応答する主唱

者の目的により、さらには時々の政治状況に応じて、多様な保守主義があ

ると説明する。この「奇妙な」説明を補うべく、政治的保守主義の本質が

探究されるが、最も有力とみなされる集団主義（共同体主義）や懐疑主義

なども保守主義らしさに留まる。異なる意味内容を持つ思想を政治的保守

主義で括ることは権力ゲームにおける組織象徴として有用ではあっても、

（学術上の）認識象徴としては混乱を招きかねない。何らかの共通要素や

本質を提示することなく、政治的保守主義という言葉を用いることにどの

ような意味があるのかという問いに保守主義論は答える義務がある。この

79 　林健太郎は、同編『現代日本思想大系35　新保守主義』（筑摩書房、1969
年）の解説「現代における保守と自由と進歩」（7頁以下）で、同書は、筑
摩書房の企画として、保守主義について誤って普及している観念を打破した
いという積極的意図によるものだと紹介しているが、本稿でいう救済は保守
主義の救済というよりは、保守主義という用語の救済である。

3号259-314_兵藤守男id6.indd   2943号259-314_兵藤守男id6.indd   294 13/03/30   9:4013/03/30   9:40
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



法政理論第45巻第3号（2013年） 295

問いへの返答として、政治的保守主義を語用の混乱から救済する方法はい

くつか考えられる。

現状放置は1つの選択肢である。特に政治現象に用いられる単語の場合、

日常言語との峻別が明確にはならない。「現代のマス社会のように、シン

ボルの流動化と配分が急テンポに行われている社会では、研究者・科学者

が政治事象を具体的に分析したり理解したりするための［認識］象徴［中

略］は、現実の政治過程のなかで、人びとの行動を統制し組織化の機能を

営む［組織］象徴［中略］にたえず転化し、両者はわかちがたく混線して、

そこに大きな混乱が生ずる傾向がある」80。また政治言語の場合、中立で正

確な言語の創出を試みても、常に特定の見解を支持するように誘導する目

的で感情を呼び起こすような表現を用いる「説得的定義」がしばしば用い

られる81。しかし、この事情は特に保守主義に固有でも顕著でもない。

保守主義の多義性も、実は難点でも混乱要因でもなく、弱点どころか、

隠された強みであるという指摘もある82。保守主義は政治実践の場では、

その意味の曖昧さこそ、保守政党の「懐の広さ」を示す要因であるという

開き直りである。ピムはいう。「保守党内には、急進主義者もいるし、反

動的人物もいる。［中略］権威主義者もいるし、自由主義者もいる。国家

干渉主義者もいれば、レッセ・フェール主義の使徒もいる。イデオローグ

もいるし、実用主義者もいる。伝統的トーリーの流れを汲む人もいるし、

その他、ホイッグ、自由統一党、国民自由党から吸収されたグループも存

在する。最も売れていた新聞の古い日曜版に、次のような見出しがあっ

た。『あらゆる型の人生がそこにある』─恐らくその通りだろう。［中略］

必ず最終的には和解していったのだ。［中略］右から左を一直線上に配列

80 　永井陽之助『政治意識の研究』（岩波書店、1971年）324頁。
81 　L. アリソン『新保守主義の政治理論』藤原孝・杉本稔訳（三嶺書房、

1988年）69頁以下。
82 　Andrew Vincent, Modern Political Ideologies, 2nd.ed.,（Blackwell, 2005）

pp.82-83.
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する直線軸は、基本的に誤っている。［中略］政党が長期にわたり存続し

ている理由は、党内の異なる分子を連結する中央の調和を、党が維持して

きたからだ」83。著者が「ディズレーリ的伝統（トーリー民主主義）」や「ワ

ン・ネーション保守主義（保守党は全国民を代表する政党）」と呼ばれる

政治的アプローチを信念としていること84、原著が出版された1984年当時

の保守党内ではサッチャー党首により議論の「画一化」が強いられたこと

から、同書の（密かな）政治的メッセージをくみ取る必要があるとしても、

この多様性の指摘はイギリス保守党論としては概ね妥当するだろう。こう

した多様な思潮を前提に、中庸や衡平の精神で利益調整を図ることが保守

主義であって、イデオロギー政党、世界観政党とは異なるという主張であ

る。保守主義の精髄はこのスタンスにあり、言葉の定義に拘ることは一般

化、理論化の幻想にとらわれており、曖昧さとつきあい続けることがニュ

83 　フランス・ピム『保守主義の本質』戸沢健次訳（中央公論社、1986年）
308頁以下。

84 　フランス・ピム『保守主義の本質』戸沢健次訳（中央公論社、1986年）2
頁。なお、左翼（左派）と右翼（右派）を区別する基準を探し出すのは難し
い（Roger Eatwell, ‘The Rise of ‘Left-Right’ Terminology: The Confusion of 
Social Science’, in: Roger Eatwell and Noël O’Sullivan（ed.）, The Natre of the 
Right: American and European Politics and Political Thought since 1789（Twayne 
Publishers: Boston, 1989））が、田島正樹の説明は参考になる。「祖国が直面
する危機を、その政治的共同体自身の内部の問題として捉え、それ自身を、
常に潜在的に亀裂や対立を内包するものと見る立場を、左翼と言う。それに
対し、祖国そのものは元来分裂を含まぬ統一体であると見なし、それゆえ、
祖国の危機はもっぱら外からのもの、外敵によるものと見る立場を、右翼と
いう。［改行］したがって、左翼と右翼とが対立しているという見方は、実
はもっぱら左翼の見方であり、右翼は自分を右翼と認めない。彼らは、自ら
を国民の立場、または中道と主張するのであり、国民は本来、みな和して一
体であり、それでもあえて対立する者たちは、敵にそそのかされた非国民と
見なすのである。左翼と右翼の対立は、［中略］対立があると言う者と対立
がないと言う者との間の対立」である（同著『読む哲学事典』（講談社現代
新書、2006年）206頁）。
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アンスの多様性を、現実の複雑さを「楽しむ」保守主義精神に相応しいと

もいえる。「シンボルを、複雑さや曖昧さを制御する手段、またその制御

の結果として考えて」85みれば、多少の留保はあっても、単語に不動の意

味を付与できるという発想そのものを廃棄すべしという選択肢である。し

かし、単語の意味をいわば言語市場に委ねるという選択肢は望ましく思え

るにしても、保守主義論の難点がまさにこの現実から発生していることも

事実である。

保守主義とその類義語との意味上の違いが類似に留まるならば大した問

題にはされない。保守主義論では、急進主義・ユートピア主義をとる反動

主義のような、内容上相容れない主義が攻撃側によって類義語とされたと

いう事情が強く意識されるために、差異化を強調する考察となりやすい。

しかも、反動主義がしばしば保守主義側の政治実践の必要から誕生する場

合もあるだけに差異化作業は一層厄介となる。また、アメリカの思想状況

を考慮すれば、保守主義と基本的に対置されるはずの自由主義すら、峻別

は容易ではなくなる。確かにアメリカではイデオロギー上の左右軸が「自

由」対「保守」として理解されるという言語慣習があって両者は対義語で

あるが、ミルトン・リードマンが異議を申し立てるように86、社会主義者

がリベラルであり、自由を強調する自分たちが保守主義とされてしま

う87。さらに、保守主義と自由主義との関係は、レーガン政権やサッチャー

政権の影響で一層複雑になっている。「1930年代から1960年代までは、左

85 　参照、永森誠一「複雑なシステムと曖昧なシンボル」日本政治学会編『年
報政治学1993』（岩波書店、1993年）233頁。

86 　佐々木毅『アメリカの保守とリベラル』（講談社学術文庫、1996年）15頁。
87 　アメリカにはヨーロッパのような封建的な身分制がないために政治的保守

主義が貴族（制）と結びつきにくいという議論は同語反復として妥当であろ
うが、例えば、奴隷制を擁護し、自由を生得的人権と見なさず、それに値す
る人に授けられるものだとみなす南部保守主義（参照、中谷義和『アメリカ
南部危機の政治論』（お茶の水書房、1984年）145頁以下）には身分制的と
呼ぶべき発想が見られる。身分制の欠如は政治神話だろう。
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翼知識人がエリート間に政治的アジェンダを提供した。1980年代は右翼

の思想がより論点となっている。［中略］今や右派が統治し、考えてい

る」88と指摘されるほど、政治風景は変容し、いわば羊頭狗肉の保守主義

が登場している事情が混乱を招いている。ニスベットは、レーガン大統領

がアメリカの用法では真正の保守主義であるとしながらも、革命という言

葉の使用にためらいがない点では「いかがわしく」、ローズベルトのニュー

ディールの焼き直しに過ぎないとするが、この事例を保守主義の中に適切

に位置づけられないでいる89。

保守主義の類型論には合成語も数多く作られる。ラスキンについて用い

られる「ラディカルな保守主義」90や、19世紀当初ドイツで「改革保守派」

に起源を有し、社会問題や労働問題を国家あるいは協同組合を通じて解決

しようとした「社会保守主義（Sozialkonservatismus）」91など、形容矛盾

とも思える合成語もある。合成の「乱用」の典型例は保守革命である。保

守主義が現状維持を基本とし、改革は必要な範囲で、過去の経験などを基

に反省の精神で漸進的に進める態度を指すとすれば、保守と革命とは相容

れない。従って、保守革命は単なる形容矛盾となり、この種の用語は議論

の混乱を招き、少なくとも認識象徴としては削除すべきである。

一方で、この保守革命の「保守」が革命の目指す価値を示唆するなら、

「保守革命」という表現も社会主義革命などとの対比で有意味となる。

88 　Roger Eatwell, ‘Right or Rights? The Rise of the ‘New Right’, in: Roger 
Eatwell and Noël O’Sullivan（ed.）, The Natre of the Right: American and 
European Politics and Political Thought since 1789（Twayne Publishers: 
Boston, 1989）p.16.

89 　参照、Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality （Transaction 
Publishers, 2008）p.110-114、佐々木毅『現代アメリカの保守主義』（岩波書
店、1993年）226頁以下。

90 　伊藤邦武『経済学の哲学』（中公新書、2011年）89頁以下。
91 　Klaus Hornung, ‘Sozialkonservatismus’, in: Caspar von Schrenck-Notzing
（Hrsg.）, Lexikon des Konservatismus（Graz-Stuttgart, 1996）S.515-517.
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個々の政治実践で提示される価値が保守主義らしさと見なされれば、その

価値実現を目指して社会建設を急進的に図ることを保守革命と呼ぶことも

可能となる92。ドイツにおける保守革命をめぐる議論は、その担い手や提

示される価値、行動原理やメンタリティの特色を抽出しようとするが、保

守革命の主唱者に共通し、他の革命論から峻別されるような固有性や独自

性を提示できないまま、続いている93。特にドイツにおける保守革命論の

「人気」の理由は保守主義とナチズムとの異同という、戦後数十年経って

も薄れることのない問題意識にある。保守革命の最初の使用者はエンゲル

スであり、労働者・農民ら人民大衆を導く前衛党が指導する社会主義革命

のみが真なる革命という傲慢にして錯綜した定義94は論外として、保守主

義論には革命論を通じて、保守主義とナチズムの峻別を図りたいという想

いが継続している。ただ、谷喬夫がいうように、「ナチズムもまた、十九

世紀以来の合理主義に内在していた、進歩の思想の後継者なのだというこ

とである。それはノイマンのいうような労働や経済の合理性、さらに技術

的合理性というだけでなく、無限の進歩、完璧な社会を実現しようという

願いである」、「ユートピアが持つ現実変革的なポテンシャルは、自由主義

であれ社会主義であれ、またナチズムであれ、西欧社会を、レヴィ＝スト

ロースのいう＜熱い社会＞、常に前進する社会へと変えてきたのである。

92 　現代日本の保守のイメージについては、「現代日本における保守革命の新
展開」『法政論叢（日本法政学会）』第一〇六回研究会シンポジウム（第44
巻2号、224～248頁）の記録が面白い。参加者が、態度、政策、ヴィジョン
など異なるレベルで保守主義を議論し、その混用を多少なりとも意識しなが
らも議論を収拾できない点はまさに保守主義の扱いにくさを示している。

93 　参照、Karlheinz Weißmann, ‘Konservative Revolution’, in: Caspar von 
Schrenck-Notzing（Hrsg.）, Lexikon des Konservatismus（Graz-Stuttgart, 
1996）S.326-330.

94 　山崎充彦「果たして『保守革命』だったのか」、野田裕久『保守主義とは
何か』（ナカニシヤ出版、2011年）第6章115頁。
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つまりユートピアは、近代化の精神的原動力であった」95とすれば、ナチ

ズムを単純に反動主義や復古主義と呼ぶことに留保が必要となるだけでな

く、保守主義とナチズムとを分ける理由は明確になる。政治思想における

近代主義が単一で絶対の視点に基づき、政治社会を構想することであれ

ば、保守主義は価値の選択を自覚する点で近代的であって96、反近代では

ない97としても反近代主義であり、進歩の思想の後継者ではなく、無限の

進歩、完全な社会の実現には懐疑的である場合が多いからである。

保守主義の乱用は、メディアの問題であり、組織象徴としてのニーズで

あり、系譜を探究する研究者などの主張や要望でもある。前二者はともか

く、研究者が、ニュー保守主義にせよ、ネオ保守主義にせよ、第2次大戦

後に各国で登場した思潮に新保守主義を充てるのも乱用の例だといえる。

保守主義は具体的であり、状況依存的であって、類似した内容を持つ保守

主義が登場しても、偶然に過ぎない。保守思想は発展的ではなく、反復的

であり、経歴はあっても系譜はなく、その表明は歴史的に孤立し、分離し

ており、パラドクスに見えるが、保守主義は、つまり伝統の擁護者はそれ

自体伝統がなく、歴史に訴える思想だが、歴史がない98との指摘は正しい

だろう。

このように、保守主義論が用語の混乱や濫用に悩まされるならば、保守

主義という言葉の扱い方について、現状維持以外にもいくつかの対処法が

95 　谷喬夫『ヒトラーとヒムラー』（講談社選書メチエ、2000年）11頁、220
頁以下。

96 　宇野重規「保守主義」福田有広・谷口将紀編著『デモクラシーの政治学』
（東京大学出版会、2003年）所収、20頁以下。

97 　「反啓蒙の思想は、近代という社会の存立の秘密に接近しうる、ほとんど
唯一の思想なのである。この反啓蒙の思想と反近代の思想とを取り違えた
処に、保守主義を巡る、幾多の悲喜劇が生じた」落合仁司『保守主義の社会
理論』（勁草書房、2004年）145頁。

98 　Samuel P. Huntington, ‘Conservatism as an Ideology’, in: The American 
Political Science Review, Vol.51, No.2（Jun. 1957）pp.468-469.
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ある。第1は、保守主義という言葉の使用を原則止めることである。政治

思想としての保守主義は、価値内容よりも論じ方に特色があり、その論じ

方が論じる者の資質や態度に影響されるとすれば、保守主義を資質や態度

を指す用語に限定する方向である。それは保守主義論が考察の当初で対象

外とした自然的保守主義の内容を取り込み、「保守的（conservative）」と

表現する選択である。政治学や歴史学の事典で、見出しに「保守的」と「保

守主義」とが併記されている場合があるのは、保守主義が思想として一本

立ちしていないことを反映している99。福田などが指摘するように、保守

的であることには言葉としての有用性はあるが、保守主義にはない。

この廃棄の方向は相当魅力的であるが、やはり難点はある。保守主義と

いう言葉は19世紀前半からヨーロッパで認知され、具体的な政治現象を

表現する単語として用いられており、日本でもバーク的な意味での保守主

義は明治20年前後に登場した100とされる。すなわち、その使用歴は100年

以上に及び、皮肉にも思想やイデオロギーとしての保守主義が「時効」を

獲得している。保守主義論が言葉の流通においてもその思想上の態度に忠

実であろうとするならば、保守主義という言葉にも何らかの有用性がある

ことを認めざるを得ない。従って、多様な保守主義に内容上の共通部分あ

るいは本質が見つからないことを前提に、保守主義という言葉の使用につ

いて現状維持の方向でもなく、全面放棄の方向でもない行き方も選択肢と

考える必要がある。換言すれば、保守主義という言葉を使用していい条件

99 　ドイツの事典では併記されることが多いようである。Rudolf Vierhaus, 
‘Konservativ, Konservatismus’, in: Otto Brunner, Werner Conze, Reinhart 
Koselleck, Geschichtliche Grundbegriffe: Historisches Lexikon zur politisch-
sozialen Sprache in Deutschland, Bd. 3 H-ME （Stuttgart: Klett-Cotta, 1982）
S.531-565、Caspar von Schrenck-Notzing, ‘Konservatismus, konservativ’, in: 
Caspar von Schrenck-Notzing（Hrsg.）, Lexikon des Konservatismus（Graz-
Stuttgart, 1996）S.319-323.

100 橋川文三「解説　日本保守主義の体験と思想」橋川文三編集・解説『戦
後日本思想大系7　保守の思想』（筑摩書房、1968年）13頁。
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とは何かであり、保守主義論でも様々に模索されている。

まずは、保守主義と呼ばれる存在のいくつかに異なる名称を与えて排除

することである。上記の例で言えば、保守主義とナチズムとを分ける基準

を提示する方向である。フランスのボナールやメーストルは復古主義、伝

統主義、反動主義、ドイツのミュラーやサヴィーニはロマン主義や歴史主

義などとする。グラハムは個人の権利の擁護、とりわけ自由貿易や私有財

産を擁護するタイプの保守主義を自由主義の枠組みで論じ、スクルートン

などが提唱する「ニュー・ライト」はファシズムの文脈で扱う101。この方

向にも難点がある。類義語や関連語の数が多いために、用語の経済を意識

して、巧みな少数の基準（criterion）を提示できなければ、マトリクスは

複雑になり、簡便な把握には不向きとなる。実際にも、保守主義とその類

義語や関連語を網羅したマッピングは成功していない。一方で、この類義

語や関連語を活用して峻別する方向には便利がある。歴史主義などの類義

語は、少なくともその共通要素や本質として提示する概念が明らかであ

り、保守主義との峻別に使いやすいため、保守主義一般を想定するという

議論の立て方を回避できるからである。この方向と似ているのが、保守主

義に適切な修飾語を付けて分類することであるが、合成語による分類は、

保守主義一般が存在し、国や時代によってその現れ方が異なっているとい

う議論の立て方を採用しているため、論理上支持し得ない。国別や時代別

に下位区分することも、この意味で候補となり得ない。

このように、類義語を用いて、保守主義の「模造品」を別の範疇で処理

すると、保守主義論は残るものについての考察となる。この方向では、保

守主義が多様であるという議論は取り払われるか、少なくとも多様性は縮

減される。保守主義の共通要素や本質を求めても、例外が多く見つかるの

は考察範囲を拡げすぎていたからである。保守主義論ではこの方向での議

101 Gordon Graham, Politics in its Place（Clarendon Press・Oxford, 1986）
Preface, p.vii.
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論が多い。明示、黙示にかかわらず、イギリスで保守主義と呼ばれるもの

が保守主義中の保守主義として残るものである。つまり、保守主義論とは

イギリスの保守政治思想を論じることとなる。個別事例が一般化され、そ

の考察から得られた保守主義一般を基準に、他の事例の「保守主義として

の純度」が測定される。さらにイギリス保守主義の特色に関する考察は、

保守主義が成立する条件の解明に及び、その条件が社会経済条件のみなら

ず、政治風土や政治慣習などに求められる。思考様式としての経験主義、

満場一致を嫌い、多様な意見の競合を歓迎し、試行錯誤を是とする文化な

どがその候補として考察される。イギリスで自由主義とともに102、「健全

な」保守主義が根づいた「幸運」の条件の考察である。その条件が確定さ

れれば、他国で保守主義が見られない理由が説明可能となる。

この方向は、保守主義を特定の歴史対象の特性を記述する単語として用

いるというマンハイムの方針にも似ているが、射程をマンハイムよりもさ

らに大幅に狭めている。マンハイムの方向について保守主義の定義として

は狭すぎるという批判があるが、上述の理由からこの文脈ではその批判は

妥当しない。また個別事例を一般化する手法にも大きな問題はない。しか

し、この方向にも難点がある。イギリス保守主義の共通要素や本質を抽出

する必要があるからである。その際、考察対象の選抜基準は難しい。バー

ク、エリオット、コールリッジ、ニューマン、チェスタトン、イヴリン・

ウォー、ラスキンなどがそれぞれ抽出作業の題材となる理由は明確にはな

らない。ピール、ディズレイリ、ボールドウィン、チャーチル、マクミラ

ン、サッチャーには、保守党出身の首相経験者以外の共通点はない103とい

うピムの指摘は多くの賛同が得られるだろう。従って、イギリス保守主義

を政治的保守主義の理念型としても、保守主義の本質に関する抽出作業か

102 参照、添谷育志『現代保守思想の振幅』（新評論、1995年）36頁以下。
103 フランス・ピム『保守主義の本質』戸沢健次訳（中央公論社、1986年）

301～302頁。
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らは免れず、考察の行き先は見えている。

イギリス保守主義全般ではなく、19世紀イギリス保守主義、20世紀イ

ギリス保守主義などと時期区分をしても同様の問題は残る。結局はバーク

をはじめとする個人単位の保守主義が乱立することになる。保守主義は個

別であることが前提であるから、当然の帰結でもある。バークの『省察』

は何よりも同時代のイギリス人向けのメッセージであった。「国内のクラ

ブの行動に対する批判を正面に出していることは注目して置いてよい。つ

まりバークの標的は、最初からはっきりと革命フランスに対するイギリス

での共鳴者に照準が合わされていたのであって、これは『省察』の性格を

考える上で最も重要な点である」104。フランス革命の騒擾に危惧を抱いて

も、英仏では保守する対象は異なる。社会状況が似ているから同じ内容の

主義が生まれるとはいえない。主義は学習の成果であるが、同時に主唱者

の置かれた政治環境の産物でもあり、行動選択の説明便宜であって、同じ

言葉が異なるメッセージを有することは語用の常識だろう。

イギリス保守主義に考察対象を限定する方向も採用できないとすれば、

一層のこと、バークの保守主義を保守主義と割り切る開き直りも考えられ

る。バークの保守主義を抽出する材料は『省察』以外にも数多いが、核と

なる部分を抽出するのは思想研究の基本であり、この方向をとる論者も少

なくない。しかし、バークに限定する理由は明らかではない。結局の処、

論者の頭の中にある「好ましい」保守主義のイメージに適っている点がそ

の理由ならば、論点先取りの誤りをおかしていることになる。この場合、

論者は、歴史上の保守主義を叙述し、分析しているのではなく、政治思想

や政治態度として望ましい保守主義を、バークを借りて語っているに過ぎ

ない。

イギリスの保守党政治家のジルムアは、右派は定義できないが、象のよ

104 エドマンド・バーク『フランス革命の省察』半澤孝麿訳（みすず書房、
1989年）、訳者による解説、394頁。
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うに見れば分かるという105。特定の政治状況において右派と左派を区分す

るならば、その状況の「常識」に従って、区分することは可能であり、実

際に有効だろう。現場が教えてくれる知恵である。しかし、詳細に吟味し

始めると、「われわれの日常的な語の大部分が、質的・直感的な徴表（内

包）に基づいて適用されるために、その後の当てはまる対象の範囲（外延）

が明確」106にはならない。保守主義が象のように簡単に見分けられないか

らこそ、保守主義論が盛んとなる。落合がいうように、保守主義とは、客

観的には言及し得ず、主観的には帰属しえなず、「～ではない」としか語

りえないものであり、遂行的に生成される伝統、合理的には言及しえぬ偏

見、個体的には帰属しえぬ権威である。これを結論とすることがどれほど

好ましいと思えても、認識象徴としては不合格だという議論は残るだろう。

保守主義を用語の混乱から救出することは可能だろうか。保守主義と呼

ばれるものの特色はいくつか抽出できる。その「敵」の存在から、保守

的・保守主義的でないものは個別の状況では比較的明確である。しかし、

保守主義という言葉が流通するにつれ、多様な価値やスタイルを主張する

多くの思想やイデオロギーが流入する。保守主義が他称ならば、一層その

傾向は強まる。一方で、保守主義を自称すれば、その自称は個別の政治状

況での主張であるから、保守主義の汎用性は損なわれる。選挙事情など実

践上の必要があれば、価値の違いを乗り越えて連帯する組織象徴としての

保守主義は生き続ける。保守主義がイデオロギーとして整備される必要が

強調されれば、脅威となる敵の存在に脚光を浴びせる演技や演出も生ま

れる。

105 Roger Eatwell, ‘The Naure of the Right, 2: The Right as a Variety of 
“Styles of Thought”, in: Roger Eatwell and Noël O’Sullivan（ed.）, The Nature 
of the Right: American and European Politics and Political Thought since 1789 

（Twayne Publishers: Boston, 1989）p.74.
106 中村秀吉『パラドックス　論理分析への招待』（講談社学術文庫、2012年）

107頁。

3号259-314_兵藤守男id6.indd   3053号259-314_兵藤守男id6.indd   305 13/03/30   9:4013/03/30   9:40
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



306 保守主義論考　（兵藤）

脅威の消滅により新たな脅威の創出が図られ、保守する内容が変化す

る。この事情は1980年代以降の保守の「復権」にも明らかだろう。ソビ

エトの崩壊により、社会主義への「一般人の」信頼が弱まったこと、ある

いは「自由民主主義」の勝利が強調されればされるほど、自称保守主義者

は新たな、具体的で、少なくとも深刻と見なしうる敵を求める。脅威の喪

失は本来保守主義にとって望ましい事態であり、その意味で保守主義は自

らの消滅を願うはずである。しかし、イデオロギーとしての保守主義は敵

を失って本家争いに向かう。イートウェルはアメリカの保守主義の悲惨な

分裂状態を表現する民主党員の古くからある金言を紹介している。「保守

主義者と人食い人種の違いは何か。答え。人食い人種は敵を喰うだけであ

る107」。その文脈で「真の」保守主義論がある。

真贋論争が高純度への希求を意味するなら、そもそも純度の高いイデオ

ロギーなど存在し得ないという反論で十分であり、特に保守主義の場合、

「保守派が保守主義を振りかざし、それを大義名分化したとき、それは反

動になる」108。あるいは反動的になったときに、政治的保守主義は体系化

し、ユートピアを掲げて、啓蒙し始める。従って、保守主義の真贋論は真

の反動主義論である。認識象徴として、思想やイデオロギーとしての保守

主義を維持する理由はわかりづらい。近年の保守主義の復興、再生の背景

には、政治神話として共有される歴史象徴の喪失や消失という危機感があ

るだろうが、組織象徴としてのニーズが大きい。保守主義の政治神話は歴

史の誇りに基づく。その喪失や消失は保守的態度と保守主義とを分かつ。

ここに保守と反動とが区別される思想状況の意味がある。反動主義が保守

107 Roger Eatwell, ‘Right or Rights? The Rise of the ‘New Right’, in: Roger 
Eatwell and Noël O’Sullivan（ed.）, The Natre of the Right: American and 
European Politics and Political Thought since 1789 （Twayne Publishers: Boston, 
1989）p.4.

108 福田恒存「私の保守主義觀」福田恒存『福田恒存全集　第五巻』所収、
439頁。
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主義と同床ならば、保守主義の脱保守主義化であるが、人気や支持が得ら

れにくい反動主義が保守主義をかたる事例もある。この真贋論争は政治実

践の世界においても見られ、政治のイデオロギー化を助長し、政治の貧困

を招く。保守主義の第一義は、節度や平衡など上手くやっていく上での

「大人の知恵」109であるとの指摘は重要だろう。

保守主義一般を想定し続けるなら、保守的でない保守主義を位置づける

苦労は続く。もちろん、保守主義の内容が具体的な状況で決まる以上、保

守主義の内容が変遷し、核となる部分の抽出が一層重要な作業となるが、

その候補は存在しない。結局は堂々巡りの議論となる。用語使用の混乱を

放置することも、保守主義を態度として捉え、保守主義を使用不可として、

保守的を用いることも、イギリス保守主義のある部分を切り取って一般化

し、保守主義の尺度とすることも、それぞれに説得力があると同時に、救

済としては及第点が得られるのか、判断が難しい。しかも、認識象徴とし

ての純度を高める作業上の問題を解決するに過ぎず、現実に保守主義とい

う言葉が言語市場に流通する際に生じる問題は放置されることになる。概

念規定への拘りの理由とその効用は何かという問題への回答は保守主義論

には用意されていない。認識象徴としての保守主義の概念規定が明確にな

り得たとして、その規定を用いて保守主義論が個々の政治家や知識人に保

守（主義）的というラベルを貼ることにどのような意味があるのかもわか

りづらい。ヒューム、フランス革命以前のバーク、トクヴィル、オーク

ショットなどが正統な保守であるかどうかは些末な問題であるはずであ

る110。思想の実体化の効用は認識コストの低減にあるとしても、保守主義

の場合にはむしろ論理上も実際上も抽出され得ないものを実体化する弊害

109 佐野亘「ハードウィック。ローンズリィとナショナル・トラスト　─十九
世紀イギリスにおける保守主義の一断面─」野田裕久『保守主義とは何か』

（ナカニシヤ出版、2011年）第9章、182頁。
110 参照、中金聡「モンテーニュとオークショット」野田裕久『保守主義と

は何か』（ナカニシヤ出版、2011年）第11章。
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は意外に大きい。

5．おわりに

本稿は保守主義論の構成を概観し、保守主義の救済を検討した。保守主

義論では、学術用語としての整備が混乱の原因ともなっている。これは言

語の持つ特性の問題である以上に、思想研究に時に見られる実体化への誘

惑の罠でもある。保守主義の特性から考えれば、本稿のような思想やイデ

オロギーとしての保守主義の規定に否定的な議論も、自己言及のパラドク

スに陥るが、保守主義の政治言語としての有用性には疑問があるとして

も、流通している現状では、その指示対象を保守的と呼ぶべき態度に極力

限定して、保守主義という言葉の存続を図るというのが現実的な回答であ

り、特にイデオロギーとしての保守主義はその使用を慎重にすべきだろう。

本稿の当初の課題は、相当の留保条件が必要ではあっても、以上の議論

を序として、特に保守的であるとの信条に基づく発想としての保守主義の

特色を、ケネス・バークのいう「動機の文法」の考察を手掛かりとして、

ドイツ近現代政治史で保守政治家の代表とみなされるビスマルクとアーデ

ナウアーの政治指導を素材に、2人の周辺の政治家との比較を含め、その

政治スタイルからドイツにおける「保守主義」の顕れ方の特色を明らかに

することであったが、行論のように、保守主義の扱いづらさにより断念し

た。今後の課題としたい。

また、保守主義を用語の混乱から救済することが妥当であるとしても、

この作業の意義はどこにあるのかという問題は残っている。これに対する

十全の回答は用意されていないが、保守主義の考察には2つの効用がある

と考えられる。

第1は、比較政治学と関連する。保守主義又は穏健保守主義（moderate 

conservatism）が歴史上、民主化の順当な進展と関連していると考えられ
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る点である。保守主義の意味上、本来穏健をつける必要はないが、この場

合の穏健とは、過去の遺産を前提に、社会変動に対応して現状を必要な限

りで漸進的に改良する方向や方針を意味するとしておく。英仏独米日の近

現代史をみれば、穏健保守主義の強さと民主化の無難な進展とは、因果関

係にあるとはいえないにしても、正の相関関係にある。バークは当時とし

ては例外的に民衆の政治的役割やその本質的健全さを強調した111が、その

熱狂を嫌った。一般に保守主義は民主化という政治進歩を阻害する存在と

して位置づけられている。人民の支配という民主主義の本義は修辞以上の

意味を持たないことを措いても、保守主義の「反民主的」な性格を考える

と、穏健保守主義と民主化との正の相関関係は論理的にも生理的にも理解

されづらい。これは偶然の一致に過ぎず、民主化の点で先んじているとみ

なされてきた英米の歴史には民主化を進める別の要因があると考えた方が

いいという反論も自然である。しかし、仏独日の政治史をみれば、穏健保

守主義の弱さと、軍事政権や専制政治の発生や持続との関係は説明される

べき問題である。その意味で、保守主義の精査は民主化の比較政治という

テーマにとって有意味な作業であると思われる。

保守主義がイギリスで育まれやすかった理由は、歴史や伝統、あるいは

由緒に心が傾きやすい「国民性」という政治文化に求めるよりは、

Constitutionという保守する対象に関する合意があったという仮説の方が

検証に値する。同語反復でもあるが、その基本的合意があれば、保守的態

度はイデオロギーとなりづらい。もちろん名誉革命体制に関する合意の内

容も一様ではない。混合政体における君主、上院、下院の果たすべき役割、

国教会制度の位置づけなど相当に異なる解釈が並存し続けた。しかし、政

治家などの分類に用いられるトーリやホイッグという名称が果たしてどれ

だけ実際に政治的にも有意味であったかは疑問であり、少なくとも大陸

111 エドマンド・バーク『フランス革命の省察』半澤孝麿訳（みすず書房、
1989年）、訳者解説、396頁。
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310 保守主義論考　（兵藤）

ヨーロッパの政治エリート間に見られるような対立ではなかった。ここに

イギリスで保守主義と反動主義との区別が有意である背景がある。そし

て、このConstitutionへの合意を基に、選挙法改正などの制度やローマ・

カトリック教徒解放、穀物法廃止、アイルランド自治法といった政策がそ

の時々の政治理念に適合するように導入されてきた112。保守主義の特徴と

して改革の肯定が挙げられるのはこうしたイギリスの制度運用の実績によ

る。この合意は保守主義がいわば自由主義化して存続したアメリカについ

てもある程度あてはまるのだろう。「アメリカのケースは、ある程度自然

であり、現在における種々の困乱にもかかわらず、政党は容器を異にして

も内容を同じくし、またそれぞれ＜希望の党＞と＜追憶の党＞であった。

しかも希望は追憶で新たにされるような形をとっている。それならば、政

治問題は別として、政治一般問題がそれほど浮上することはない。政治は

文化に規定されるのである」113。主要な政治家や評論家の間には独立宣言や

連邦憲法への合意がある。連邦政府の位置づけなどをはじめとして、フェ

デラリストと反フェデラリストとの間の違いは小さくないが、少なくとも

連邦憲法の枠組みの中での議論だったことは確認できる。このように、英

米にはConstitutionを軸とした政治論の枠組みに関する合意がある。これ

をnational authorityへの合意と呼べば、フランスでは革命によって

Constitutionに関する合意が崩壊し、「保守派」すら、正統派、オルレア

ン派、ボナパルト派に分かれた。その分岐は単なる党派間の争いではな

く、Constitutionの構想から支持獲得の対象や政策まで異なっていた114。ド

112 ヒュー・セシル『保守主義とは何か』栄田卓弘訳（早稲田大学出版会、
1979年）184頁以下。

113 岡善達『政治』（岩波新書、1980年）p.i-ii.
114 Roger Eatwell, ‘The Rise of ‘Left-Right’ Terminology: The Confusion of 

Social Science’, in: Roger Eatwell and Noël O’Sullivan（eds.）, The Nature of 
the Right: American and European Politics and Political Thought since 1789 

（Twayne Publishers: Boston, 1989）p.34.
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イツではConstitutionだけでなく、統一問題ですら主要なエリート間での

合意事項とはなり得ず、プロイセン保守派は政治舞台としてのドイツ帝国

の創設には必ずしも賛成しなかった。関税同盟から「統一戦争」に至る経

緯の中で時勢が統一を促したに過ぎない。ストレイヤーのいう無視できな

い地方勢力115や宗派対立の存在がnational authorityの確立を困難にした

だろう。日本についてもある時期からは同様の事情がある。英米と仏独日

では、政治神話の安定度に違いがある。

第2の効用は、保守主義論で考察され、指摘される保守主義の特質は、

「政治とは何か」、「良き政治とは何か」に答えることを本来の課題とする

政治学の性質と似ている点である。政治学業界には2つの政治学イメージ

がある。イギリスの「政治学者」アリソンは、政治学を研究し、教授する

者は自分の「商売」に対する名称を欠き、アメリカで用いられる政治科学

者（political scientist）という呼称は大げさで誤解されやすく、政治学の

最も目立つ欠陥は進歩の欠如であり、その難しさは人間研究の難しさであ

るとする116。「英」語の場合、study of politicsあるいは英国政治学会

（Political Studies Association of the United Kingdom）に示されるように

political study（studies）が政治学を指すため、student of politics（政治

学徒）では「商売」の呼称にはなりづらいということだろう。政治学をめ

ぐるイメージの分裂は日本にも当てはまる。日本政治学会（Japanese 

Political Science Association）のように、アメリカ風に政治学をpolitical 

scienceと称することが一般的である。終戦直後のしばらくの期間は特に

自然科学をモデルとした科学こそが社会現象を扱う学問の目指す姿だとし

て、政治学の科学化が希求された「名残り」であり、また業界の社会的認

知の必要も呼称の選択に影響しただろう。しかし、政治現象の説明や政治

115 参照、J. ストレイヤー『近代国家の起源』鷲見誠一訳（岩波新書、1975年）。
116 L. アリソン『新保守主義の政治理論』藤原孝・杉本稔訳（三嶺書房、

1988年）55頁以下。

3号259-314_兵藤守男id6.indd   3113号259-314_兵藤守男id6.indd   311 13/03/30   9:4013/03/30   9:40
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



312 保守主義論考　（兵藤）

問題への対応において、歴史的説明、哲学的分析、社会学的研究などの複

合的な手法が叙述や分析の対象に応じて必要となる以上117、政治学が学問

（science）ではあっても単純に科学（science）であるとはいえない。「総

会廃れて、分科会盛ん」という表現があるが、政治学の場合、本来は学問

分類上の研究対象として専門領域を持つことはあっても、専門人たり得な

い領域であるという特殊事情もある。さらには、ウォーラスの古典的作

品118をはじめとして、画一的な人間観、合理主義・主知主義への全面的な

依拠への批判において、あるいは、政治学に固有ではないとしても特有の

言葉遣い（比喩の多用）、さらにはイズムへの無関心あるいは使用への抑

制において、政治科学と区別される政治学には保守主義と共通する部分が

少なくない。もとより、「政治学者」が保守主義者になることを意味しな

いが、過度の科学信仰119やイズム化への嫌悪や警戒は両者が親和的である

ことを示す。高坂正尭は、19世紀ヨーロッパの外交（古典外交）が、政

治において強い意欲で事業を強力に推し進めることは忌むべきことだとい

う政治と人生についての哲学に根ざし、ゆるやかな統治という貴族主義的

なスタイルをもって、最後通牒を突きつけない態度こそ、文明にふさわし

く、だからこそ、政治はゲーム的色彩を帯びた120と指摘する。これは保守

的とも言い換えられる。ピムのいうように、「本書で展開されているすべ

ての議論のうち最初に私が強く訴えたいことは、人生や政治や人物を批評

する際に、白か黒かと決めつけるやり方は誤りであり、危険でもあるとい

117 参照、バーナード・クリック『現代政治学入門』添谷育志・金田耕一訳
（新評論、1992年）第1章、大嶽秀夫『戦後政治と政治学』（東京大学出版会、
1996年）付論。

118 グレーアム・ウォーラス『政治における人間性』石上良平・川口浩共訳
（創文社、1969年）。

119 参照、Robert Nisbet, Conservatism: Dream and Reality（Transaction 
Publishers, 2008）p.86.

120 高坂正尭『古典外交の成熟と崩壊』（中央公論社、1978年）158～165頁。
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うことだ。あらゆる問題に関して、人生に含まれる複雑性を、両極化した

二つの対立見解に還元してしまうことは、それ自体人生の本質と矛盾す

る。［中略］私たちは、取り扱い上、人生を単純化する必要もあろうが、だ

からといって、人生が単純であるとか、ひとりの結論がいつも正しく、代

替案は存在しないとか考えてはならない」121というのは、共存や多元主義

には必要な資質だろう。ウェルドンに倣えば、政治問題は人為的に作られ、

正解が唯一つあるパズルではなく、克服するか、減殺するか、回避するか、

黙殺するしかない難題（diffi  culty）であって122、いわば永遠に解決しない

ものである。野口雅弘は、政治的保守主義が攻撃側の一面性や急進性に反

省を対置する点で攻撃側が論理的に先行していることから、進歩主義と保

守主義との関係は信条倫理と責任倫理との関係に相似する123と指摘する。

責任倫理としての保守主義という観点は思想研究には新鮮だろう。オーク

ショットの懐疑主義を明快に解説してくれる中金聡は、政治家論の最後

（職務としての政治家）で、「政治生活に本質的にともなう『ある根源的な

悪』は、［中略］政治家が意図された
0 0 0 0 0

結果を実際に実現したかどうかさえ

無意味にする。［中略］［人間の行為や決定がかならずしも完全には予期し

えない］『意図せざる結果』は政治システムの存続を左右する本質的に危険

なものだ。だが［だからこそ？］システムならぬ政治社会とは、本来誰の

ものでもないこの不規則な結果への責任を誰かが負うことをもって、自壊

を未然に防ぐことへの保障と信じる人間集団をいうのではなかろうか」

（傍点は原文）という124。社会工学であれ、非科学・似非科学であれ、集団

における問題の最終解決を目指すことなどせず、難題としての問題を適切

121 フランス・ピム『保守主義の本質』戸沢健次訳（中央公論社、1986年）14頁。
122 T. D. ウェルドン『政治の論理』永井陽之助訳（紀伊國屋書店、1968年）

95頁以下。
123 野口雅弘編『比較のエートス』（法政大学出版局、2011年）43頁以下。
124 中金聡『政治の生理学』（勁草書房、2000年）172～173頁。
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に甘受しうる程度に加工する技能の開発が政治の要諦であるならば125、政

治学は、その技能に関する考察を含む保守主義論を手掛かりとして、上述

の偶然に対する責任倫理という観点などを、「良き政治とは何か」といっ

た課題の考察に組み込む必要もあるだろう。それは、政治を、そして政治

学を本来あるべき場所に戻すこと（Politics in its Place）126でもある。

保守主義論の特色は本質の探究とその断念にある。その意味で議論の意

義はわかりづらい。しかし、保守主義という言葉をめぐる議論に、以上の

ような比較政治学及び政治学への示唆という効用があるならば、保守、保

守的、保守主義という言葉を、その本来の意味に位置づける作業は、とり

わけ思想とイズムとの区別がつけられない127政治文化が未だに根づき、ま

た保守と反動との差異が無視されやすい日本では、信条の上で保守主義と

距離を置く政治学徒にとっても、自己の位置測定をする（坂本義和）128以

上の意義があると思われる。

125 「統治術（statecraft）」としての保守主義については、参照、添谷育志『現
代保守思想の振幅』（新評論、1995年）24頁以下。

126 参照、Gordon Graham, Politics in its Place（Clarendon Press・Oxford, 
1986）p.189ff .
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